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建
築
空
間
の
境
界
と
打
出
の
装
束 

―
― 

附
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
女
房
装
束
打
出
押
出
事
』
翻
刻 

―
― 

赤 

澤 

真 

理 

  

要 

旨 

 

本
稿
は
、「
境
界
を
め
ぐ
る
文
学
」
の
共
同
研
究
の
な
か
で
、
建
築
空
間
の
境
界
に
着
目
す
る
。
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
お
け
る
上
層
住
宅

に
存
在
し
た
境
界
に
お
い
て
、
女
性
の
領
域
を
外
部
に
示
し
た
打
出
の
装
束
を
と
り
あ
げ
る
。
打
出
は
、
二
つ
の
領
域
を
分
割
さ
せ
「
覗
か
せ
る
」

作
為
の
あ
る
境
界
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
女
房
装
束
打
出
押
出
事
』
に
導
か
れ
な
が
ら
打
出
の
用
法
を
整
理
し
た
。

打
出
の
用
法
と
領
域
は
、
①
妻
戸
に
設
置
す
る
（
使
者
の
た
め
の
明
示
な
ど
）、
②
儀
礼
の
空
間
を
装
飾
す
る
、
③
女
性
の
座
を
示
す
機
能
が
あ
る
。

従
来
絵
巻
等
で
は
、
外
部
の
簀
子
や
庭
に
向
か
っ
て
装
飾
さ
れ
た
打
出
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
内
部
空
間
に
出
さ
れ
て
い
る
事
例
を
確

認
で
き
る
。
打
出
の
意
匠
は
、
制
約
の
な
か
で
も
多
種
多
様
な
選
択
が
あ
る
。
特
に
『
兵
範
記
』
仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
三
月
七
日
条 

鳥
羽
天

皇
五
十
算
賀
に
お
け
る
女
院
の
女
房
達
の
打
出
は
、
四
色
に
限
定
し
な
が
ら
も
、
一
人
ひ
と
り
が
す
こ
し
ず
つ
色
彩
が
異
な
る
な
ど
の
院
政
期
の

趣
向
が
み
ら
れ
る
。
女
房
装
束
の
打
出
は
、
室
町
後
期
以
降
、
王
朝
主
題
の
絵
画
に
も
示
さ
れ
な
く
な
る
が
、
本
史
料
か
ら
、
江
戸
末
期
の
学
者

に
関
心
が
復
活
し
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
実
に
江
戸
後
期
に
復
原
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
私
的
な
装
束
と
考
え
ら
れ
た

こ
と
が
予
見
さ
れ
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
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は
じ
め
に 

  

中
世
絵
巻
を
鑑
賞
し
て
い
る
と
、
貴
族
住
宅
に
お
け
る
儀
式
空
間
、
仏
事
の
聴
聞
所
に
垂
れ
た
御
簾
の
下
か
ら
、
几
帳
や
女
性
の
装
束

が
出
さ
れ
て
い
る
（
図
1
）。
御
簾
か
ら
こ
ぼ
れ
た
装
束
は
打
出

う
ち
い
で

あ
る
い
は
押
出

お
し
い
で

と
称
さ
れ
、
内
部
に
座
る
女
性
の
存
在
を
想
起
さ
せ
る
。

本
稿
は
、
境
界
を
め
ぐ
る
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、
中
世
絵
巻
に
示
さ
れ
た
御
簾
か
ら
こ
ぼ
れ
た
打
出
の
意
味
を
、
物
語
・
指
図
・
古

記
録
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
、
中
世
に
お
け
る
空
間
構
造
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

建
築
史
家
・
伊
藤
て
い
じ
は
、
寺
院
の
内
陣
と
外
陣
、
聖
域
に
あ
る
注し

連め

縄な
わ

、
男
と
女
風
呂
の
間
に
引
か
れ
た
一
本
の
ロ
ー
プ
な
ど
、

日
本
の
空
間
に
存
在
す
る
物
体
を
「
結
界
（
こ
こ
ろ
の
け
じ
め
）」
と
し
、
人
が
物
体
の
意
味
を
認
識
す
る
こ
と
で
結
界
が
生
ま
れ
、
結
界

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
二
つ
の
空
間
は
分
断
さ
れ
な
が
ら
も
何
ら
か
の
形
で
通
い
合
う
と
い
う
。

 

（
1
）

打
出
に
対
し
褻
の
作
法
で
あ
る
押
出
は
、

女
性
が
自
ら
の
存
在
を
暗
示
さ
せ
る
作
法
と
す
る
。
伊
藤
の
見
解
に
触
発
さ
れ
た
垂
水
稔
は
、「
覗
き
見
る
結
界
」
に
は
、
不
作
為
と
作
為

が
あ
り
、
打
出
衣
（
押
出
衣
）
は
「
覗
か
せ
る
」
作
為
の
あ
る
結
界
と
す
る
。

 

（
2
）

一
方
で
は
覗
き
見
る
こ
と
を
許
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
覗

き
見
て
は
い
け
な
い
表
示
で
あ
り
、
受
動
的
に
見
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
能
動
的
に
見
て
は
い
け
な
い
の
が
（
あ
る
い
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
）
、
日
本
的
結
界
の
特
色
と
し
て
い
る
。 

 

前
稿
で
は
、

 

（
3
）

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
上
流
住
宅
に
示
さ
れ
た
境
界
に
つ
い
て
、
①
門
と
中
門
廊
の
二
重
の
境
界
、
②
寝

殿
・
対
、
母
屋
・
庇
・
孫
庇
・
簀
子
、
庭
な
ど
の
場
に
よ
る
階
層
の
境
界
、
③
塗
籠
・
御
帳
に
よ
る
日
常
と
非
日
常
の
境
界
に
つ
い
て
述

べ
た
。
固
定
的
な
建
具
が
登
場
し
て
い
な
い
平
安
時
代
に
お
い
て
、
女
性
の
領
域
を
囲
み
、
外
に
示
す
調
度
と
し
て
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉

時
代
に
発
展
し
た
打
出
に
着
目
し
た
。
物
語
文
学
・
女
房
日
記
・
古
記
録
を
基
に
、
打
出
の
内
部
に
座
り
装
束
の
意
匠
を
競
い
合
う
女
房
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達
と
、
渡
殿
や
簀
子
に
座
る
公
卿
・
殿
上
人
の
無
関
心
と
い
っ
た
、
打
出
を
境
界
と
し
た
当
時
の
男
女
の
心
性
に
注
目
し
た
。
本
稿
で
は
、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
女
房
装
束
打
出
押
出
事
』
の
翻
刻
を
示
す
と
と
も
に
、
古
記
録
に
所
収
さ
れ
た
指
図
を
通
し
て
、
打
出
に
よ
り
装
飾

さ
れ
た
空
間
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。 

一 

建
築
空
間
の
境
界 

 

ま
ず
、
日
本
の
建
築
空
間
の
境
界
を
確
認
す
る
。
隈
研
吾
は
、
現
代
建
築
家
の
視
点
か
ら
日
本
の
建
築
空
間
に
存
在
す
る
境
界
に
ふ
れ

て
お
り
、

 

（
4
）

同
書
に
導
か
れ
な
が
ら
、
日
本
の
建
築
空
間
の
境
界
を
述
べ
て
い
き
た
い
。 

（
一
）
住
宅
に
お
け
る
内
と
外
の
境
界 

 

建
築
空
間
に
お
け
る
境
界
の
一
つ
と
し
て
、
建
物
の
内
部
と
外
部
が
あ
る
。
煉
瓦
造
や
石
造
の
建
築
と
異
な
り
、
柱
と
梁は

り

で
構
成
さ
れ

た
日
本
の
木
造
建
築
は
、
開
口
部
が
大
き
く
と
ら
れ
て
い
る
。
座
敷
か
ら
縁
側
、
鞘さ

や

の
間
、
玄
関
、
軒
先
、
門
、
垣
根
、
犬
矢
来
な
ど
、

段
階
的
に
内
と
外
と
を
つ
な
い
で
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
住
宅
を
、
隈
は
「
曖
昧
な
領
域
」
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
境

界
に
は
、
今
日
で
は
忘
却
さ
れ
た
精
神
的
な
固
い
仕
切
り
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
「
敷
居
を
ま
た
ぐ
」
こ
と
は
、
今
日
で
も
家
族
の

境
界
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

 

（
5
）

 

 

内
と
外
と
の
境
界
は
、
日
本
の
生
活
文
化
を
基
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
平
安
時
代
の
寝
殿
造
は
、
庭
と
殿
舎
内
部
が
一
体
と
な
る
よ
う

に
儀
式
空
間
が
展
開
す
る
。
皇
族
や
公
卿
が
庭
に
近
い
殿
舎
内
の
廂
に
、
殿
上
人
は
簀
子
（
縁
側
）
に
、
楽
人
な
ど
は
庭
に
座
っ
た
。
儀

式
は
南
面
あ
る
い
は
東
と
西
で
行
わ
れ
、
北
面
に
は
台
盤
所
等
の
女
房
の
居
所
が
あ
っ
た
。
中
世
に
な
る
と
、
殿
舎
を
並
戸
に
よ
り
区
切

り
、
南
側
を
ハ
レ
、
北
側
を
ケ
と
す
る
使
い
方
が
固
定
化
し
て
く
る
。
近
世
に
お
け
る
上
流
の
武
家
住
宅
で
は
、
表
と
奥
の
機
能
か
ら
殿
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舎
が
別
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
（
表
・
中
奥
・
大
奥
）
、
殿
舎
が
後
方
へ
と
雁
行
型
に
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
縁
側
の
内
側

に
も
畳
敷
き
の
廊
下
（
鞘
の
間
）
が
で
き
、
居
住
空
間
は
内
部
に
包
み
こ
ま
れ
て
ゆ
く
。
建
具
は
、
平
安
時
代
に
は
釣
り
上
げ
た
格
子
（
蔀

戸
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
中
世
以
降
に
は
、
片
側
を
引
く
遣
戸
と
光
を
採
り
入
れ
る
明
障
子
が
登
場
す
る
。
平
安
時
代
の
玄
関
は
、
寝
殿

か
ら
中
門
に
か
け
て
延
び
た
中
門
廊
で
あ
る
が
、
儀
式
の
際
は
、
皇
族
は
庭
か
ら

階
き
ざ
は
し

に
よ
り
直
接
、
寝
殿
に
昇
殿
し
た
。
中
世
に
玄
関

は
、
中
門
廊
か
ら
車
寄
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
庭
と
一
体
で
あ
っ
た
寝
殿
造
の
空
間
か
ら
、
書
院
造
の
空
間
に
な
る
に
つ
れ
、
玄
関
か
ら

居
住
空
間
に
か
け
て
、
幾
重
も
の
物
理
的
な
境
界
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
町
屋
や
農
家
で
は
、
土
間
と
床
か
ら
な
る
生
活
が
展
開

し
、
三
和
土

た

た

き

や
通
り
庭
を
有
す
る
。
近
世
以
前
の
農
家
は
土
座
と
土
間
の
間
に
段
差
は
少
な
い
が
、
履
物
が
普
及
し
て
か
ら
土
間
で
足
を

洗
い
、
床
に
昇
っ
て
素
足
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
。

 

（
6
）

炊
事
や
荷
卸
し
は
土
間
空
間
で
行
わ
れ
た
。 

（
二
）
調
度
に
よ
る
境
界 

 

日
本
の
木
造
住
宅
に
は
壁
に
よ
る
仕
切
り
が
な
く
、
人
の
生
活
空
間
を
創
り
出
す
た
め
に
、
調
度
が
発
展
し
た
。
奈
良
時
代
か
ら
衝
立

障
子
が
確
認
で
き
る
。
平
安
時
代
の
寝
殿
造
の
空
間
で
は
、
御
簾
・
障
子
・
几
帳
・
屏
風
・
衝
立
・
畳
な
ど
の
調
度
が
あ
り
、
季
節
や
通

過
儀
礼
に
伴
い
、
色
彩
や
素
材
を
取
り
替
え
た
。
調
度
類
で
空
間
を
仕
切
る
こ
と
を
舗
設

し
つ
ら
い

と
い
う
。
本
稿
が
着
目
す
る
打
出
の
装
束
は
、

儀
礼
空
間
を
装
飾
し
、
装
束
の
内
側
に
女
房
が
居
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
中
世
以
降
、
調
度
は
場
に
固
定
化
さ
れ
、
建
築
の
一
部
と
な
っ

て
ゆ
く
。
座
臥
具
で
あ
っ
た
畳
は
敷
き
詰
め
と
な
り
、
襖
障
子
が
確
立
し
、
掛
軸
や
花
瓶
を
飾
る
空
間
と
し
て
床
の
間
や
棚
な
ど
の
座
敷

飾
が
設
備
さ
れ
、
書
院
造
の
室
内
空
間
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
寝
殿
造
の
空
間
は
、
天
井
が
な
く
化
粧
屋
根
裏
を
み
せ
て
い
た
た
め
障
子

や
屏
風
の
上
部
に
は
隙
間
が
あ
っ
た
。
中
世
に
天
井
が
吊
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
空
間
は
立
面
上
で
も
包
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
。

 

（
7
）

部
屋

ご
と
に
境
界
と
し
て
の
仕
切
り
が
強
ま
る
が
、
座
敷
と
座
敷
の
間
を
つ
な
ぎ
、
あ
る
い
は
分
断
す
る
装
置
と
し
て
、
長
押
上
の
欄
間
の
意

匠
が
発
展
す
る
。 
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（
三
）
寺
院
・
神
社
・
茶
室
の
境
界 

 
宗
教
建
築
を
み
て
い
く
と
、
寺
院
の
内
陣
と
外
陣
は
、
仏
の
空
間
と
人
の
空
間
を
分
け
、
そ
こ
に
格
子
や
段
差
が
設
け
ら
れ
た
。
奈
良

時
代
に
、
土
間
か
ら
な
る
仏
堂
の
前
方
に
板
敷
の
礼
堂
が
付
加
さ
れ
、
双
堂
と
称
さ
れ
た
。
次
第
に
、
仏
の
空
間
（
内
陣
）
と
人
の
空
間

（
外
陣
）
が
同
じ
屋
根
の
内
部
に
造
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
、
人
々
の
仏
へ
の
距
離
感
に
変
化
が
芽
生
え
、

仏
と
の
交
感
を
通
し
て
夢
見
を
求
め
る
礼
拝
方
法
が
新
た
に
誕
生
す
る
。

 

（
8
）

い
っ
ぽ
う
神
社
の
境
内
は
、
橋
・
鳥
居
・
御
手
洗
、
注
連
縄
・

白
砂
壇
等
の
よ
う
に
、
各
所
に
境
界
が
あ
る
。
茶
室
に
お
い
て
も
垣
根
・
枝
折
戸
・
飛
び
石
（
路
地
）・
沓
脱
石
・
に
じ
り
口
へ
と
、
茶
室

内
部
へ
と
誘
導
が
な
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
建
築
空
間
は
、
各
々
の
要
素
に
意
味
を
与
え
境
界
と
す
る
こ
と
で
、
場
の
秩
序

を
整
え
演
出
し
た
の
で
あ
る
。 

二 

打
出
の
境
界 

（
一
）
打
出
の
定
義
と
変
遷 

 

打
出
は
、「
う
ち
い
だ
す
」
、「
う
ち
い
だ
し
」
が
名
詞
化
さ
れ
た
も
の
で
、
『
宇
津
保
物
語
』
『
源
氏
物
語
』
に
は
、
御
簾
か
ら
女
房
の
装

束
を
自
然
に
出
す
用
例
が
確
認
で
き
、
儀
礼
や
行
事
時
に
高
貴
な
女
性
に
仕
え
る
女
房
達
の
座
所
を
暗
示
す
る
役
割
が
あ
っ
た
。

 

（
9
）

そ
れ
は

次
第
に
し
つ
ら
い
と
し
て
の
「
打
出
」
と
な
り
、
儀
礼
空
間
の
公
卿
座
（
男
性
貴
族
）
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
古
記
録
で
は
、

『
中
右
記
』（
藤
原
宗
忠
日
記
（
一
〇
六
二
～
一
一
四
一
）
、
物
語
で
は
『
栄
花
物
語
』
続
編
（
一
〇
六
二
～
一
一
〇
七
）
に
用
例
が
散
見

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
①
儀
礼
時
の
女
院
・
后
の
座
所
周
辺
を
装
飾
す
る
。
②
拝
礼
・
通
過
儀
礼
の
空
間
を
装
飾
す
る
。
③
御
使
を
迎
え

る
際
の
妻
戸
口
等
を
明
示
す
る
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
当
初
は
女
房
が
実
際
に
着
用
し
装
束
を
出
し
て
い
た
が
、
几
帳
に
架
け
て
設
置
す
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る
よ
う
に
な
る
（
女
房
は
不
在
）
。 

・
打
出
の
定
義 

 

十
二
世
紀
後
半
の
有
職
故
実
書
『
雅
亮
装
束
抄
』
に
は
、
「
打
出
」
の
項
目
が
あ
り
、
柱
間
一
間
に
、
二
具
の
装
束
の
片
袖
ず
つ
を
出
す
。

姿
良
き
女
房
が
柱
の
際
に
居
て
、
向
か
い
合
わ
せ
に
な
り
、
片
側
の
女
性
の
身
体
を
、
御
簾
の
外
側
に
押
し
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

よ
う
に
す
る
と
あ
る
。
「
紫
式
部
日
記
絵
巻
」
日
野
原
家
本
に
示
さ
れ
た
半
分
が
萌
黄
様
、
紫
薄
様
と
す
る
打
出
も
、
柱
間
一
間
に
二
具
の

装
束
の
片
袖
が
出
て
い
る
状
態
で
あ
る
（
図
2
）。 

 

鎌
倉
時
代
中
期
『
三
条
中
山
口
伝
』
に
は
、
打
出
は
大
臣
家
・
摂
関
家
の
家
格
、
院
・
法
皇
が
、
正
月
三
日
の
拝
礼
に
打
出
を
出
す
。

大
臣
家
の
祭
り
の
出
立
の
際
に
出
す
。
北
政
所
・
后
宮
が
不
在
の
際
は
出
さ
な
い
、
そ
れ
は
女
房
の
有
無
が
要
因
で
あ
る
。
納
言
以
下
は

出
さ
な
い
、
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
打
出
は
、
北
政
所
や
后
宮
な
ど
の
高
貴
な
女
性
に
仕
え
る
女
房
の
座
所
を
示
す
道
具
で
あ
っ
た
。 

 

『
今
鏡
』
（
巻
第
四
・
藤
波
の
上
）
に
打
出
の
背
を
切
る
話
し
が
あ
る
。
白
河
院
が
小
野
の
后
（
歓
子
）
の
元
に
、
御
幸
し
よ
う
と
し
た
。

歓
子
の
元
に
は
、
打
出
が
十
具
し
か
な
く
、
寝
殿
の
間
に
飾
る
数
が
足
ら
な
か
っ
た
。
皇
太
后
は
、
装
束
の
背
を
半
分
に
切
り
、
二
十
具

と
し
て
し
つ
ら
う
こ
と
を
指
示
し
た
。
「
も
し
室
内
に
入
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、見
苦
し
い
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
女
房
が
言
っ
た
。

御
幸
が
あ
り
、
門
よ
り
院
の
車
を
入
れ
て
、
階
隠
の
間
に
立
て
て
、
雪
を
御
覧
に
な
っ
た
。
退
出
し
た
後
、「
雪
見
に
来
て
、
室
内
に
入
る

人
は
い
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
あ
る
。
打
出
は
室
内
側
に
も
装
飾
が
な
さ
れ
て
い
た
。 

 

十
四
世
紀
「
駒
競
行
幸
絵
巻
」
（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
は
、
高
陽
院
に
お
い
て
駒
競
が
な
さ
れ
た
際
に
、
上
東
門
院
彰
子
等

が
行
幸
し
た
場
面
で
あ
る
（
図
3
）
。
左
（
西
）
側
を
み
る
と
、
中
央
の
座
所
に
近
い
一
間
は
几
帳
の
み
が
出
さ
れ
、
端
の
柱
二
間
に
は

女
房
装
束
の
打
出
が
出
さ
れ
て
い
る
。
几
帳
だ
け
が
は
み
出
し
た
柱
間
が
女
院
で
あ
る
彰
子
の
座
所
で
あ
り
、
打
出
が
出
て
い
る
柱
間
は

女
房
の
座
所
と
考
え
ら
れ
る
。 
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・
内
と
外
を
演
出
す
る
打
出 

 
『
た
ま
き
は
る
』
承
安
三
年(

一
一
七
三)

十
月
二
十
一
日

勝
光
院
堂
供
養
に
お
い
て
、
建
春
門
院
中
納
言
は
打
出
の
前
に
、
装
束
を

身
に
着
け
て
座
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
打
出
の
丈
が
背
よ
り
も
高
か
っ
た
の
で
、
外
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
あ
る
。
十
二
世
紀
後

半
に
は
打
出
の
内
側
に
、
装
束
を
着
た
女
房
が
居
並
ん
で
い
た
事
例
が
確
認
で
き
る
（
図
4
）。 

・
打
出
の
先
行
研
究 

 

打
出
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
鈴
木
敬
三
、
笹
岡
要
一
の
研
究
を
基
礎
に
、
近
年
展
開
が
み
ら
れ
る
。

 

（
10
）

院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
打
出

が
発
展
し
た
要
因
と
し
て
、
服
飾
の
美
意
識
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
服
飾
文
化
史
の
立
場
か
ら
清
田
倫
子
は
、
「
『
源
氏
物
語
』
『
枕

草
子
』
の
内
面
的
な
み
や
び
の
冴
え
、
心
ば
え
の
深
さ
、
個
性
的
な
も
の
の
反
映
よ
り
逸
脱
し
て
、
宮
廷
の
豪
華
さ
を
誇
示
す
る
過
剰
な

装
飾
の
集
団
美
と
な
っ
た
と
す
る
。

 

（
11
）

「
華
麗
な
装
束
の
平
家
が
摂
関
家
に
代
わ
っ
て
外
戚
と
な
り
、
平
氏
の
后
妃
、
建
春
門
院
、
建
礼
門

院
が
宮
廷
文
化
の
中
心
と
な
り
、
武
士
階
級
あ
る
い
は
そ
の
縁
故
者
が
宮
仕
え
す
る
者
が
増
え
た
こ
と
が
、
服
飾
要
素
の
変
化
に
影
響
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
い
る
。 

 

歴
史
学
の
野
田
由
紀
子
は
、
摂
関
期
に
は
男
性
官
人
の
日
記
に
は
登
場
し
て
お
ら
ず
、
公
的
な
性
格
と
は
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

院
政
期
に
な
る
と
、「
家
」
お
よ
び
「
家
格
」
の
成
立
に
伴
い
、
女
院
や
三
后
、
内
親
王
な
ど
に
仕
え
る
女
房
間
の
秩
序
が
定
ま
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
位
置
づ
け
や
果
た
す
べ
き
役
割
が
明
確
化
し
た
。
女
房
間
に
こ
う
し
た
秩
序
が
成
立
し
た
結
果
、
統
一
的
・
組
織
的
な
「
打
出
」

「
出
衣
」
を
事
前
に
準
備
し
て
、
大
規
模
に
施
す
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

 

（
12
）

 

 

建
築
史
学
の
川
本
重
雄
は
、
打
出
は
、
あ
く
ま
で
も
儀
式
空
間
の
装
束
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
決
し
て
女
性
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
空
間

で
は
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。

 

（
13
）

「
年
中
行
事
絵
巻
」
別
本
正
月
大
饗
は
、
東
三
条
殿
に
お
け
る
正
月
大
饗
の
場
面
で
あ
り
、
寝
殿
東
側
に

打
出
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
女
性
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
空
間
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
儀
式
空
間
の
装
束
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
。
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い
っ
ぽ
う
「
年
中
行
事
絵
巻
」
巻
一
朝
勤
行
幸
（
天
皇
が
上
皇
御
所
に
行
幸
す
る
）
場
面
で
は
、
几
帳
帷
子
一
間
、
打
出
二
間
分
が
あ
り
、

帷
子
の
空
間
が
国
母
の
座
で
あ
っ
た
（
図
5
）。
た
だ
し
、
国
母
の
席
は
院
御
所
で
行
わ
れ
る
朝
勤
行
幸
と
い
う
儀
式
な
ら
で
は
の
も
の

で
あ
り
、
公
式
の
行
事
に
お
い
て
女
性
の
た
め
の
空
間
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
る
。 

 

近
年
、
歴
史
学
か
ら
打
出
に
関
し
て
、
吉
住
恭
子
と
周
成
梅
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
吉
住
は
、
『
栄
花
物
語
』
古
記
録
や
絵
巻
、
有
職

故
実
書
を
博
捜
し
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。

 

（
14
）

打
出
は
、
後
一
条
天
皇
の
治
世
下
で
頂
点
を
む
か
え
る
が
、
後
三
条
天
皇
の
治
世
下
で
は
過

差
に
対
す
る
禁
制
が
強
化
さ
れ
る
。
『
玉
葉
』（
一
一
六
四
～
一
二
〇
二
年
）
を
事
例
に
、
打
出
に
対
し
て
、
押
出
は
女
房
が
実
際
に
着
用

す
る
も
の
で
あ
り
、
打
出
が
妻
戸
口
に
置
か
れ
た
の
に
対
し
、
押
出
は
柱
間
に
広
い
範
囲
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
す
。
ま
た
、
男

性
官
人
が
御
簾
の
外
側
か
ら
装
束
を
引
き
出
す
作
法
を
指
摘
す
る
。
次
稿
で
は
、
『
台
記
』
（
一
一
三
六
～
一
一
五
五
年
）の
頼
長
が
関
わ
っ

た
打
出
に
着
目
す
る
。

 

（
15
）

晴
儀
に
際
し
て
は
打
出
用
の
装
束
は
統
一
さ
れ
た
も
の
が
主
人
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
『
台
記
』
に
示
さ
れ
た
「
打
出
」

は
、「
女
房
出
袖
」
と
あ
り
、
柱
間
一
間
に
二
人
が
座
り
、
女
房
が
袖
を
出
し
着
座
す
る
様
と
す
る
。
続
い
て
、
近
衛
天
皇
を
め
ぐ
る
後
宮

争
い
と
し
て
、
皇
后
多
子
（
頼
長
養
女
）
と
女
御
呈
子
に
つ
い
て
、
清
涼
殿
で
宮
中

勝
講
を
聴
聞
す
る
際
に
、
皇
后
多
子
の
打
出
の
装

束
は
過
差
の
禁
制
の
対
象
と
指
摘
さ
れ
、
女
御
呈
子
の
二
重
織
物
で
仕
立
て
た
豪
華
な
几
帳
は
禁
制
と
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
、
打

出
が
調
度
化
し
て
ゆ
く
背
景
に
禁
制
か
ら
の
逸
脱
を
あ
げ
る
。 

 

周
成
梅
は
、
『
雅
亮
装
束
抄
』
を
基
に
打
出
の
作
法
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
『
台
記
別
記
』
等
の
史
料
に
着
目
し
、
男
性

官
人
が
外
側
で
打
出
の
装
束
を
刷
っ
て
音
を
出
し
て
引
き
出
す
こ
と
で
、
頼
長
に
伝
え
て
い
た
と
す
る
。

 

（
16
）

妻
戸
に
置
か
れ
た
打
出
は
、
勅

使
が
寝
殿
へ
御
扇
を
届
け
る
際
に
受
け
渡
し
を
す
る
柱
間
で
あ
り
、
女
房
が
主
人
の
場
所
へ
参
入
す
る
間
に
は
、
女
房
が
御
簾
か
ら
離
れ

る
の
で
、
打
出
を
引
き
入
れ
た
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
打
出
の
整
え
方
や
室
町
後
期
『
女
官
飾
抄
』
打
出
に
袴
を
出
し
て
は
い
け
な
い
と

あ
り
、
裳
を
出
す
こ
と
が
格
式
が
高
か
っ
た
室
町
以
前
か
ら
の
変
質
を
指
摘
す
る
。 
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筆
者
は
、
平
安
時
代
に
お
け
る
歌
合
の
空
間
の
復
原
に
取
り
組
ん
だ
際
に
、
后
や
内
親
王
な
ど
の
女
性
を
主
催
者
と
す
る
催
し
に
、
女

房
歌
人
が
自
ら
の
存
在
を
示
す
た
め
に
、
装
束
を
出
す
事
例
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
『
栄
花
物
語
』
か
ら
打
出
の
用
例
と
範
囲
を
分
析
し
、

晴
儀
の
際
に
は
、
打
出
の
領
域
は
、
寝
殿
の
西
あ
る
い
は
東
か
ら
渡
殿
、
対
の
東
あ
る
い
は
西
面
、
南
面
へ
と
広
が
り
、
公
卿
が
渡
殿
・

簀
子
・
廂
か
ら
鑑
賞
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

 

（
17
）

御
簾
内
の
女
房
達
は
、
渡
殿
や
簀
子
に
座
る
貴
族
達
、
他
の
女
房
も
意
識
の
対
象
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

大
宮
（
彰
子
）
の
女
房
は
、
寝
殿
の
北
面
、
西
の
渡
殿
か
け
て
打
ち
出
で
た
り
。
皇
太
后
宮
の
（
妍
子
）
は
西
対
の
東
面
な
り
。
殿
の

上
の
御
方
（
倫
子
）
は
寝
殿
の
東
面
、
中
宮
の
御
方
（
威
子
）
は
東
の
対
の
西
面
、
督
の
殿
の
御
方
（
嬉
子
）
の
女
房
、
東
の
対
、
西
南

か
け
て
打
ち
出
し
た
り
。
御
方
々
の
女
房
こ
ぼ
れ
出
で
た
る
な
り
ど
も
、
千
年
の
籬
の
菊
を
匂
は
し
、
四
方
の
山
の
紅
葉
の
錦
を
た
ち
重

ね
、
す
べ
て
ま
ね
ぶ
べ
き
あ
ら
ず
。
色
色
の
織
物
・
錦
・
唐
綾
な
ど
、
す
べ
て
色
を
か
へ
、
手
を
つ
く
し
た
り
、
袖
口
に
は
銀
・
黄
金
の

置
口
、
縫
物
、
螺
鈿
を
し
た
り
。
御
几
帳
ど
も
色
々
さ
ま
ざ
ま
な
り
。
こ
の
宮
あ
の
宮
、
同
じ
色
、
一
つ
さ
ま
に
も
あ
ら
ず
、
聞
こ
え
さ

せ
合
せ
た
ま
へ
ら
ん
や
う
に
見
え
て
、
さ
ま
か
は
り
い
み
じ
う
め
で
た
し
。 

倫
子
六
十
賀
（
治
安
三
年(

一
〇
二
三)

十
月
十
三
日
）
御
賀
（
土
御
門
殿
（
第
二
期
）
） 

  

試
み
に
図
を
描
く
と
、
寝
殿
か
ら
渡
殿
、
対
に
わ
た
り
壮
麗
な
景
観
が
想
定
さ
れ
る
（
図
6
）。
本
稿
で
は
、
有
職
故
実
書
の
翻
刻
を

通
し
て
、
さ
ら
に
打
出
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

（
二
）『
女
房
装
束
打
出
並
押
出
之
事
』
の
内
容 

 

本
史
料
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
萬
機
井
蛙
』
（
鷹
司
政
通
写
）
九
九
冊
の
う
ち
、（
六
〇
）
『
女
房
装
束
打
出
押
出
事
』
で
あ
る
。
『
萬

機
井
蛙
』
は
、
行
幸
や
公
家
の
行
事
、
和
歌
・
装
束
・
輿
な
ど
の
有
職
故
実
に
関
わ
る
書
で
あ
る
。
文
政
七
年
修
学
院
御
幸
の
冊
子
が
二 
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図 1 融通念仏縁起上巻 

図 4 打出の想定図 

図 6 倫子六十賀 打出の領域 

図 2 紫式部日記絵巻日野原家本

図 3 駒競行幸絵巻（和泉市久保惣記念美術館蔵） 

彰子

図 5 年中行事絵巻巻一 

国母 
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部
あ
り
、
江
戸
後
期
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
鷹
司
政
通
（
一
七
九
六
～
一
八
六
八
）
は
、
幕
末
の
公
家
で
あ
り
、
関
白
、
太
政
大
臣
を
歴

任
し
、
仁
考
天
皇
の
崩
御
に
接
し
て
准
摂
政
と
な
っ
た
。
関
白
在
職
中
は
、
学
習
所
（
学
習
院
）
の
設
立
や
薄
禄
延
臣
の
救
済
に
尽
力
し
、

公
家
社
会
の
向
上
を
は
か
っ
た
。
将
軍
世
継
ぎ
問
題
で
は
、
一
橋
派
を
支
持
し
幕
府
に
よ
り
落
飾
さ
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
、
参
朝
を
許

さ
れ
る
。
朝
廷
の
制
度
・
故
実
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
関
係
資
料
を
収
集
書
写
し
、
家
蔵
の
転
籍
・
記
録
を
整
理
し
た
。
自
筆
日
記
に
は
、

『
鷹
司
政
通
記
（
鷹
司
政
通
記
草
）
』
が
あ
る
。

 

（
18
）

 

 

本
書
は
、院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
古
記
録
、有
職
故
実
書
か
ら
の
引
用
が
中
心
で
あ
り
、
一
条
兼
良
筆
『
桃
華
蘂
葉
』（
文
明 

十
二 

(

一

四
八
〇)

 

年
成
立
）
等
の
室
町
時
代
の
史
料
も
散
見
さ
れ
る
。
な
お
、
同
様
の
書
名
に
国
立
歴
史
民
俗
学
博
物
館
蔵
（
高
倉
家
旧
蔵
装
束

記
録
類
）
と
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
『
打
出
并
車
出
衣
事
』
が
あ
る
。
歴
博
本
は
、
『
雅
亮
装
束
抄
』
か
ら
の
打
出
と
車
出
衣
の
引
用
で
あ

る
。
狩
野
文
庫
本
等
は
本
宮
内
庁
本
と
同
様
の
江
戸
期
の
故
実
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
別
稿
で
紹
介
し
た
い
。 

①
打
出
事 

打
出
の
行
事
、
場
所
、
参
加
者
、
作
法
、
定
義
な
ど
を
引
用
し
て
い
る
。
『
猪
熊
関
白
記
』（
近
衛
家
実
筆
、
一
一
九
七
～
一

二
一
七)

正
月
拝
礼
時
の
寝
殿
の
装
束
（
東
妻
一
間
に
女
房
の
袖
が
出
て
お
り
、
北
政
所
の
御
座
所
が
寝
殿
階
か
ら
東
側
に
あ
っ
た
）。『
玉

葉
』
正
月
拝
礼
、
『
定
家
朝
臣
記
（
平
家
）
』
師
実
公
内
大
臣
装
束
始
（
寝
殿
階
間
か
ら
東
間
並
び
に
東
面
に
御
簾
を
懸
け
て
北
政
所
御
在

と
す
る
）
、
『
三
長
記
』
良
経
公
内
大
臣
就
任
（
寝
殿
南
溜
二
間
東
面
一
間
に
打
出
）
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
寛
政
三
年
政
所
雑
記

か
ら
「
内
大
臣
申
事
由
給
」
を
引
き
、
家
司
が
沓
脱
を
昇
り
、
乾
妻
の
簀
子
か
ら
妻
戸
口
ま
で
進
む
作
法
を
、
『
勘
仲
記
』
弘
安
年
間
の
記

事
に
求
め
て
い
る
。
次
に
『
類
聚
雑
要
抄
』
巻
二
、
東
三
条
殿
の
挿
図
に
お
い
て
、
寝
殿
の
東
庇
に
打
出
が
設
置
さ
れ
て
い
る
図
を
引
用

す
る
。
「
有
打
出
時
者
、
副
妻
戸
畳
ミ
」
と
注
記
が
あ
る
（
図
7
）。

後
に
『
桃
華
蘂
葉
』（
一
条
兼
良
著
）
の
「
打
出
於
ハ
不
可
勝
事

也
云
々
」
及
び
『
三
条
中
山
口
伝
』
の
打
出
事
を
あ
げ
、
打
出
が
后
宮
・
北
政
所
が
不
在
の
場
合
は
出
さ
な
い
、
納
言
以
下
は
出
さ
な
い
、

押
出
は
褻
儀
の
事
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。 
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②
打
出
色
目
色
々
目 

多
様
な
打
出
の
色
目
を
紹
介
し
て
お
り
、
本
史
料
の
中
で
大
部
を
占
め
る
。
頭
注
に
は
、
唐
衣
二
具
二
人
、
不
出

袴
例
、
家
拝
礼
例
、
二
人
出
例
、
門
院
打
出
、
姫
宮
打
出
、
斎
院
打
出
、
無
打
出
例
、
衣
無
し
掛
（
袿
か
）
例
、
四
具
色
目
不
同
例
、
八

具
同
色
例
、
打
出
同
色
例
、
打
出
六
具
同
色
目
之
例
、
華
美
な
ど
を
あ
げ
て
お
り
、
以
下
に
紹
介
す
る
。 

・
唐
衣
二
具 
『
山
槐
記
』
治
承
四
年
四
月
二
十
二
日
条
、「
即
位
塞
帳
女
王
、
休
幕
并
典
侍
等
典
侍
等
取
要
」
に
お
い
て
、
柱
間
二
間
に

打
出
が
あ
り
、
表
着
蒲
萄
唐
衣
と
薄
様
薄
青
唐
衣
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

・
不
出
袴
事 

玉
葉
承
元
年
三
月
二
十
五
日
条
、
「
故
相
国
女
（
良
経
女
）
入
官
、
寝
殿
南
廂
西
面
妻
戸
女
房
出
袖
及
、
妻
不
出
袴
他
間
不

出
衣
、
打
出
色
」
と
あ
り
、
袴
を
出
さ
な
い
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。
女
房
出
袖
と
あ
る
の
で
、
自
ら
が
着
用
し
た
装
束
が
こ
ぼ
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
『
兵
範
記
』
保
元
二
年
十
一
月
十
六
日
条
五
節
舞
、
『
玉
葉
』
文
治
六
年
三
月
十
八
日
条
岩
清
水
臨
時
祭
な
ど
が
あ
り
、

袴
を
出
さ
な
い
事
例
は
、
比
較
的
内
向
き
行
事
の
可
能
性
が
あ
る
。 

・
二
人
出
例 

『
後
二
条
殿
師
通
記
』
寛
治
六
年
三
月
二
十
三
日
条
、
御
記
南
祭
（
岩
清
水
八
幡
臨
時
祭
）
、
女
房
二
人
東
向
戸
打
出
之
、

躑
躅
、
蘇
芳
色
也
、
紅
打
衣
唐
衣
萌
木
と
あ
る
。
こ
の
打
出
は
、
「
紫
式
部
日
記
絵
巻
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
左
右
で
異
な
る
装
束
が

妻
戸
に
設
置
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
柱
間
に
は
一
人
を
出
す
例
と
二
人
を
出
す
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。 

・
白
腰
海
浦
裳
、
紅
張
袴 

『
山
槐
記
』
治
承
三
年
正
月
六
日
に
閑
院
内
裏
に
お
い
て
、
春
宮
五
十
日
、「
有
打
出
松
重
濃
青
中
薄
青
中
紫

濃
紫
紅
単
衣
」
と
あ
り
、
海
浦
の
景
を
描
い
た
白
腰
裳
と
紅
袴
を
あ
げ
て
い
る
。
『
山
槐
記
』
同
記
事
に
は
指
図
が
あ
る
（
図
8
）。
指
図

に
お
い
て
、
大
床
子
・
御
座
間
・
夜
御
殿
は
、「
無
打
出
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
巳
南
三
ヶ
間
下
御
簾
有
打
出
」
と
あ
る
。 

・
華
美 

『
兵
範
記
』
保
元
二
年
八
月
十
七
日
、
任
大
臣
大
饗
。
「
寝
殿
南
庇
東
三
ケ
間
、
西
庇
北
第
一
垂
翠
簾
出
尋
常
几
張
、
帷
女
房
有

打
出
、
女
郎
花
単
重
、
紅
打
出
、
朽
葉
織
物
、
表
着
蘇
芳
、
唐
衣
薄
色
、
裳
白
腰
、
依
新
制
無
華
美
事
」
。
す
な
わ
ち
、
新
制
に
従
っ
て
お

り
、
華
美
で
は
無
い
と
し
て
い
る
。
『
兵
範
記
』
同
記
事
に
は
指
図
が
あ
る
。
東
庇
三
ヶ
間
に
打
出
が
あ
り
、「
年
中
行
事
絵
巻
」
別
本
正
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月
大
饗
に
示
さ
れ
る
庭
に
向
け
た
打
出
と
同
様
で
あ
る
。
西
庇
北
第
一
間
に
は
「
打
出
放
扉
」
と
あ
り
、
妻
戸
口
に
打
出
が
設
置
さ
れ
て

い
る
（
図
9
）。 

・
打
出
四
具
同
色
目
不
同
例 

『
兵
範
記
』
仁
平
二
年
三
月
七
日
条
、
鳥
羽
法
皇
五
十
算
賀
は
、
紅
・
青
・
紫
・
山
吹
の
四
色
の
色
目
に

限
定
し
、
村
濃
を
織
り
交
ぜ
る
な
ど
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
装
束
で
あ
る
。
①
紅
村
濃
衣
、
青
村
古
単
衣
、
紅
打
衣
、
青
村
濃
表
着
、
山
吹 

村
古
唐
衣 
紫
村
古
裳
腰
、
山
吹
村
古
、
表
差
糸
。
②
紫
村
古
衣
、
紅
村
古
単
衣
、
紅
打
衣
、
山
吹
村
古
表
着
、
青
村
古
唐
衣
、
紅
村
古

裳
腰
青 

村
古
、
表
差
糸
。
③
青
村
古
衣
、
紅
村
濃
単
衣
、
紅
打
衣
、
紅
村
古
表
着
、
紫
村
古
表
唐
衣
、
山
吹
村
古
裳
腰
、
紫
村
古
、
表

差
糸
。
④
山
吹
村
古
衣
、
青
村
古
単
衣
、
山
吹
打
衣
、
紫
村
古
表
着
、
紅
村
濃
唐
衣
、
青
村
濃
裳
腰
、
紅
村
古
表
差
糸
。
西
対
代
に
は
前

斎
院
が
あ
る
打
出
を
し
て
お
り
、
花
山
吹
衣
、
青
単
衣
、
萌
木
表
着
、
蒲
萄
染
唐
衣
、
山
吹
打
衣
、
樺
櫻
裳
腰
と
あ
り
、
山
吹
・
青
・
萌

木
・
葡
萄
の
四
色
で
あ
る
。
翌
日
の
後
宴
で
は
、
美
福
門
院
は
、
紅
匂
衣
、
青
単
衣
、
蘇
芳
表
着
、
可
云
紅
躑
躅
歟
と
あ
る
。
前
斎
院
は
、

村
濃
を
混
ぜ
た
古
紅
色
々
村
古
（
紅
）
、
紫
山
吹
青
已
上
各
一
具
。
姫
宮
は
樺
櫻
衣
、
櫻
萌
木
表
着
、
山
吹
唐
衣
と
あ
り
、
村
濃
は
な
く
桜

と
山
吹
の
み
で
あ
る
。 

 

『
兵
範
記
』
同
記
事
に
は
指
図
が
あ
る
。
北
面
の
中
央
に
主
上
御
座
、
院
御
座
、
女
院
御
座
が
あ
る
。
西
北
面
に
入
道
座
、
西
対
代
に

前
斎
院
御
所
が
あ
る
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
村
濃
の
打
出
は
、
女
院
御
所
の
「
高
麗
縁
女
房
座
」
の
周
囲
に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図

10
）。
女
院
（
美
福
門
院
）
の
御
所
は
、
樺
桜
織
物
の
几
帳
、
女
房
候
所
は
、
桜
織
物
の
几
帳
、
そ
の
東
面
に
打
出
が
あ
る
と
記
さ
れ
る
。

西
対
代
の
斎
院
御
所
は
、
渡
殿
、
坪
庭
、
入
道
の
御
所
か
ら
鑑
賞
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
院
政
期
に
お
け
る
打
出
に
よ
り
装
飾
さ
れ
た

場
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。 

・
八
具
同
色
目
例 

『
兵
範
記
』
保
元
二
年
十
一
月
十
六
条 

五
節
舞
は
、
「
同
第
三
四
及
東
面
南
第
一
二
間
出
打
八
具
、
不
出
南
面
日
御

座
間
、
折
紅
葉
衣
五
上
山
吹
匂
シ
、
次
黄
土
青
単
衣
、
萌
木
織
物
唐
衣
、
濃
蘇
芳
表
着
、
中
倍
薄
蘇
芳
単
衣
、
紅
打
衣
、
摺
裳
、
黄
紅
葉 
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打出 

図 7 『類聚雑要抄』巻二東三条殿 

(翻刻図 1) 

打
出 

図 9 『兵範記』保元二年八月十七日、任大臣大饗

打
出 

打
出 

図 10 『兵範記』仁平二年三月七日条、 

鳥羽法皇五十算賀 

女房座 

女院御座 

斎院御所 

打出 

図 8 『山槐記』治承三年正月六日 

閑院内裏で春宮五十日 

打
出

無
打
出 
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腰
、
不
被
出
袴
」
は
、
八
具
が
同
じ
色
目
の
装
束
で
あ
る
。
『
兵
範
記
』
所
収
の
指
図
を
み
る
と
、
常
寧
殿
の
五
節
所
を
取
り
囲
む
よ
う
に

し
つ
ら
い
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
11
）。

・
不
被
出
袴
六
具
同
色
目
例 

『
兵
範
記
』
仁
安
四
年
四
月
二
十
八
日
条
朝
勤
行
幸
で
は
、
寝
殿
南
庇
東
第
一
二
間
為
建
春
門
院
御
所
に
、

「
袖
出
白
薄
物
泥
繪
几
帳
、
帷
東
面
南
第
二
三
間
妻
切
間
格
子
也
、
南
間
妻
戸
不
開
同
、
有
打
出
出
例
几
帳
薄
色
掛
五
領
、
敦
綿
如
、
祭

時
、
紅
梅
単
衣
、
紅
打
衣
、
松
朽
葉
生
織
物
、
唐
衣
棟
色
裳
、
付
濃
腰
紅
張
袴
」
と
あ
り
、「
三
間
六
具
一
同
色
目
也
」
と
し
、
袴
が
出
な

い
。
こ
の
打
出
は
「
年
中
行
事
絵
巻
」
巻
一
朝
覲
行
幸
に
み
ら
れ
る
打
出
を
想
起
さ
せ
る
（
図
5
）。

図 12 寛政四年(1792 )四月二十八日

内裏小御所 管弦の舗設図 

図 11 『兵範記』保元二年十一月十六条 五節舞 

打
出
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『
玉
葉
』
承
元
三
年
三
月
二
十
五
日
（
二
十
三
日
）
良
経
公
女
入
宮
で
は
、
寝
殿
南
庇
西
向
面
妻
戸
女
房
出
袖
及
妻
（
褄
）
、
（
不
出
袴

他
間
不
出
衣
）
、
打
出
色
、
紅
薄
様
五
領
、
白
単
紅
打
衣
、
梅
織
物
表
着
、
葡
萄
染
織
物
唐
衣
、
白
腰
裳
を
あ
げ
て
い
る
。
女
官
の
入
宮
に

袴
を
出
さ
な
い
例
は
、
前
述
し
た
「
不
出
袴
」
の
例
に
も
あ
る
。 

（
３
）
打
出
・
押
出
・
女
房
装
束
之
事
他 

 

『
桃
華
蘂
葉
』
の
打
出
事
、
押
出
事
を
と
り
あ
げ
、
打
出
に
対
し
て
褻
の
作
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
さ
ら
に
、「
衣
袿
錦
厚
薄
之

事
、
無
出
座
有
打
出
無
益
之
事
」
。
す
な
わ
ち
、
七
条
院
が
障
り
の
た
め
昇
殿
し
な
か
っ
た
が
、
女
主
人
が
不
在
で
あ
る
の
に
打
出
し
た
こ

と
が
無
益
か
ど
う
か
を
説
い
て
い
る
（
『
玉
葉
』
建
久
四
年
四
月
二
八
日
条
）。
最
終
部
に
女
房
装
束
之
事
、
細
釵
之
事
、
髪
上
櫛
之
事
、

海
浦
紋
之
事
、
女
房
装
束
之
事
、
唐
衣
裳
之
事
、
小
袿
物
具
着
用
之
事
、
掛
帯
之
事
、
八
月
放
生
会
後
衣
之
事
、
八
月
冬
扇
之
例
、
捻
重

之
事
、
女
装
束
之
事
等
の
内
容
が
続
い
て
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

本
稿
で
は
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
お
け
る
上
層
住
宅
に
存
在
し
た
境
界
と
し
て
、
女
性
の
領
域
を
外
に
示
し
た
打
出
の
装
束
を

と
り
あ
げ
た
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
女
房
装
束
打
出
押
出
事
』
を
検
討
す
る
と
、
①
妻
戸
に
設
置
す
る
、
②
拝
礼
の
空
間
を
装
飾
す
る
、

③
儀
礼
や
仏
事
の
際
に
女
性
の
参
加
を
示
し
装
飾
す
る
機
能
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
打
出
の
意
匠
に
つ
い
て
は
、
全
て
同
色
、
全
て

異
な
る
色
、
四
色
な
ど
に
限
定
、
袴
の
有
無
、
裳
な
ど
、
多
種
多
様
が
あ
る
。
特
に
『
兵
範
記
』
仁
平
二
年
三
月
七
日
条 

鳥
羽
天
皇
五
十

算
賀
の
女
院
は
、
四
色
に
限
定
し
一
人
ひ
と
り
が
す
こ
し
ず
つ
色
彩
が
異
な
り
、
村
濃
を
使
う
な
ど
の
趣
向
が
み
ら
れ
た
。
天
喜
四
年
（
一

〇
五
六
）
皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
な
ど
の
十
一
世
紀
の
女
房
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、

 

（
19
）

女
院
や
斎
院
、
姫
宮
な
ど
に
も
個
性
が
発
揮
さ
れ
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て
い
る
。『
女
房
装
束
打
出
押
出
』
の
存
在
に
よ
り
、
古
記
録
所
収
の
指
図
が
打
出
の
分
析
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。 

 
打
出
の
消
失
に
は
、 

(

一)

后
や
女
院
文
化
の
消
失
、(

二)

男
性
と
女
性
の
儀
礼
・
遊
興
空
間
の
別
離
、
（
三
）
空
間
構
成
・
建
具
・
服

飾
と
い
っ
た
物
理
的
変
化
か
ら
、
女
性
の
儀
礼
や
文
化
の
場
が
邸
宅
の
奥
向
で
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
が
予
見
さ
れ
る
。
可
動
式
の
し
つ
ら

い
か
ら
、
建
具
で
仕
切
ら
れ
た
空
間
へ
と
、
人
の
身
の
回
り
の
境
界
が
変
容
す
る
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

 

（
20
）

 

 

本
史
料
は
、
江
戸
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
。
女
房
装
束
の
打
出
は
、
室
町
後
期
以
降
、
源
氏
物
語
絵
な
ど
の
王
朝
主
題
の
絵
画
に
も
示
さ

れ
な
く
な
る
。
寛
政
度
内
裏
復
古
造
営
に
お
い
て
も
、
管
見
の
限
り
、
考
証
を
担
当
し
た
公
家
・
裏
松
固
禅
は
、
打
出
の
装
束
を
復
原
し

て
い
な
い
。
例
え
ば
、
寛
政
四
年(

一
七
九
二)

四
月
二
十
八
日
に
お
け
る
内
裏
小
御
所
の
管
弦
の
舗
設
図
に
お
い
て
、
女
房
候
所
は
襖
に

よ
り
締
切
り
、
出
衣
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
（
図
12
）
。
打
出
は
公
的
な
儀
式
に
不
可
欠
な
装
束
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
私
的
の
装
束
で

あ
っ
た
と
故
実
家
が
捉
え
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
寛
政
度
・
安
政
度
の
復
古
内
裏
造
営
に
お
い
て
も
、
皇
后
の
儀
式
空
間
で
あ

る
飛
香
舎
が
平
安
様
式
で
建
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
打
出
が
復
古
さ
れ
た
の
か
、
検
証
の
余
地
が
あ
る
。
打
出
は
牛
車
の
車
衣
等

と
と
も
に
、

 

（
21
）

完
全
に
忘
却
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
江
戸
後
期
の
学
者
に
お
い
て
は
、
理
解
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
本
史
料
を
通
し
て

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）
伊
藤
て
い
じ
『
古
都
の
デ
ザ
イ
ン 

結
界
の
美
』
淡
交
社
、
一
九
六
六
年
。 

（
2
）
垂
水
稔
『
結
界
の
構
造
―
一
つ
の
歴
史
民
俗
学
的
領
域
論
』
名
著
出
版
、
一
九
九
〇
年
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
ハ
ル
オ
シ
ラ
ネ
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。 
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（
3
）
本
共
同
研
究
の
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
発
表
予
定
。
「
寝
殿
造
に
お
け
る
境
界
ー
女
房
装
束
の
打
出
に
よ
り
演
出
さ
れ
る
内
と
外
―
」 

（
4
）
隈
研
吾
『
境
界
―
世
界
を
変
え
る
日
本
の
空
間
操
作
術
』
淡
交
社
、
二
〇
一
〇
年
。 

（
5
）
柏
木
博
『「
し
き
り
」
の
文
化
論
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
四
年
。 

（
6
）
安
田
徹
也
「
近
世
民
家
の
境
界
に
つ
い
て
」
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
建
築
史
部
会
報
告
、
二
〇
一
七
年
七
月 

（
7
）
平
井
聖
『
日
本
住
宅
の
歴
史
』N

H
K

ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
四
年
。 

（
8
）
藤
井
恵
介
「
夢
見
と
仏
堂
―
そ
の
礼
堂
の
発
生
に
関
す
る
試
論
」
『
空
間
史
学
叢
書1

 

痕
跡
と
叙
述
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
。 

（
9
）
鈴
木
敬
三
「
打
出
」
『
国
史
大
辞
典
』
、
笹
岡
洋
一
「
『
雅
亮
装
束
抄
』
の
周
辺
―
か
さ
ね
・
打
出
ー
」
風
俗
史
学
、
二
十
五
号
、

二
〇
〇
三
年
。 

（
10
）（
9
）
前
掲
書
。 

（
11
）
清
田
倫
子
『
宮
廷
女
流
日
記
文
学
の
風
俗
史
的
研
究
』
中
央
公
論
事
業
出
版
、
一
九
八
一
年
。 

（
12
）
野
田
有
紀
子
「
行
列
空
間
に
お
け
る
女
性
―
出
車
を
中
心
に
―
」
古
代
文
化
五
十
六
号
、
二
〇
〇
四
年
五
月
。
同
「
平
安
貴
族
社

会
に
お
け
る
「
襲
の
色
目
」
」
「
「
対
話
と
深
化
」
の
次
世
代
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
：
「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」
平
成
十
八
年

度
活
動
報
告
書
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
二
〇
〇
六
年
。 

（
13
）
川
本
重
雄
「
寝
殿
造
の
中
の
女
性
の
空
間
」
歴
博
、
Ｎ
Ｏ
一
五
一
、
二
〇
〇
八
年 

（
14
）
吉
住
恭
子
「
「
打
出
」
ー
女
房
装
束
に
よ
る
美
の
演
出
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
」
『
瞬
時
を
う
つ
す
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー 

風
俗
絵
画
の

文
化
学
Ⅲ
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
。 

（
15
）
同
「
藤
原
頼
長
の
見
た
「
打
出
」
―
そ
の
日
記
『
台
記
』
を
中
心
に
」
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
、
十
四
号
、
二

〇
一
五
年
。 
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（
16
）
周
成
梅
「
寝
殿
造
に
お
け
る
女
房
装
束
の
打
出
」
史
学
研
究
、
二
八
六
号
、
広
島
大
学
、
二
〇
一
四
年
。 

（
17
）
赤
澤
真
理
「
女
房
装
束
の
打
出
に
み
る
寝
殿
造
の
し
つ
ら
い
―
『
栄
花
物
語
』
を
中
心
に
―
」
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
研
究
報

告
集
、
計
画
系
、
二
〇
一
三
年
。
同
「
『
中
右
記
』
に
み
る
打
出
に
よ
る
空
間
演
出
と
そ
の
性
格
―
女
房
装
束
に
み
る
寝
殿
造
の

し
つ
ら
い
」
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
、
建
築
歴
史
意
匠
、
二
〇
一
三
年
。 

（
18
）
国
史
大
辞
典
、「
鷹
司
政
通
」
。 

（
19
）
寛
子
春
秋
歌
合
の
装
束
表
現
に
つ
い
て
は
、森
田
直
美
『
平
安
朝
文
学
に
お
け
る
色
彩
表
現
の
研
究
』
風
間
書
房
、二
〇
一
二
年
が
あ
る
。 

（
20
）
仏
像
を
覆
う
御
帳
か
ら
厨
子
へ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
に
、
永
友
貴
博
・
野
村
俊
一
「
『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
に
み
る
御

帳
と
そ
の
空
間 

施
入
と
参
籠
を
中
心
に
」
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
、
建
築
歴
史
意
匠
、
二
〇
一
七
年
が
あ
る
。 

（
21
）
京
樂
真
帆
子
『
牛
車
で
行
こ
う
！ 

平
安
貴
族
と
乗
り
物
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
は
、
松
平
定
信
に
よ
る
牛
車
の
考

証
を
し
て
お
り
、
車
出
衣
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。 

 

〈
付
記
〉 

 

本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
国
際
共
同
研
究
「
境
界
を
め
ぐ
る
文
学
―
知
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を
め
ざ
し
て
―
」
の
研
究
会 

に
お
け
る
報
告
に
そ
の
後
知
見
を
加
え
て
ま
と
め
た
。
研
究
の
機
会
を
く
だ
さ
っ
た
研
究
会
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

史
料
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
樋
笠
逸
人
氏
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
、
中
村
健
太
郎
氏
（
帝
京
大
学
短
期
大
学
部
）
、
坂
口
太
郎
氏
（
高
野
山

大
学
）
、
伊
永
陽
子
氏
（
文
化
学
園
大
学
）
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。 

 

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
二
六
八
二
〇
二
七
六
「
宮
廷
女
房
日
記
に
み
る
中
世
前
期
寝
殿
造
の
復
原
的
研
究
―
王
朝
文
化
の
変
容
と

空
間
演
出
を
視
点
と
し
て
―
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
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凡 

例 

  
本
翻
刻
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
萬
機
井
蛙 

鷹
司
政
通
写 

九
九
冊 

鷹
（
函
）
七
一
九
（
号
） 

 
（
六
〇
）
『
女
房
装
束
打
出
押
出
事
』
を
底
本
と
す
る
。 

 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
、
異
体
は
通
行
字
体
に
統
一
し
た
。 

 

清
濁
・
仮
名
遣
い
が
不
統
一
で
あ
る
場
合
も
、
底
本
の
ま
ま
示
す
。 

 

傍
記
等
に
つ
い
て
も
底
本
の
ま
ま
示
す
。 

 

翻 

刻 

 

萬
機
井
蛙 

女
装
束
并
打
出
押
出
之
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
一
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
一
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
二
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
二
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

打
出
事 

 

猪
熊
関
白
承
元
二
年
正
月
一
日
御
記
云 

今
日
寝
殿
東
妻
一
間
女
房
出
衣
袖
此
外
皆
爲
上
達
部
座
也 
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折
（
柳
）
色
衣
紅
打
表
（
衣
）
紅
梅
衣
着
葡
萄
染
唐
衣
白
腰
裳 

王
海
文
治
三
年
正
月
一
日
家
拝
礼 

 
 

今
日
打
出
紅
梅
匂
青
単 

濃
打
（
衣
）
梅
表
着 

蒲
萄
染
唐
衣 

定
家
朝
臣
記
康
平
三
年
七
月
十
三
日

師
実
公
内
大
臣

装

束

始 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
三
ヲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御 

寝
殿 

 
 

階
間
以
東
間
并
東
面
懸
御
廉
爲
北
政
所
御
在 

 

所
南
面
出 

女
房
袖
妻 

  

三
長
記
建
久
六
年
十
一
月
十
日 

良
経
公
内
大
臣
券
慶 

寝
殿
南
庇
五
箇
ヶ
間
東
庇
三
ヶ
間
卷
上
御
簾
母
屋
垂
御 

簾
傍
立
屏
風
儲
公
卿
并
幷
少
納
言
座
如
例
南
留
二
間
東 

 
 
 
 
 
 
 
 

面
一
間
有
打
出

黄
青
裏
紅
単
同
色
打
衣
蘇

芳
表
衣
葡
萄
染
―
―
唐
衣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
三
ウ 

 
 
 
 

寛
政
三
年
政
所
雑
記
云

家
拝
礼 

 
 

 

取
要 

 

内
大
臣
申
事
由
給 

家
司
直
ニ 

昇
沓
脱
ー
ー 

寝
殿
等
之
簀
子
於
乾
妻 

御
座
ヨ
リ
ハ 

 

御
拝
賀 

十
七
日 

入
夜
■
■
■
事 

是
大
臣
也
入
自
東 

間
前
伊
与
守
■ 

■
卿
■
■
■ 

於
殿
下
郎
■
也 

返
■
再
拝
之
后
重
昇
自
南
階
給
有
御
対
面 

此
間
諸
卿
已
下
率
参
入
ー
ー
主
人
下
立
階
下
■

所
々
■
■ 

 
 

十
九
日
高
倉
殿 

装
始
先
衣
申
北
政
所

即
於
中
門
廊
有
御
拝
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戸
申
事
由
此
妻
戸
垂
簾
也
遥
ニ
隔
之 

雖
然
只
為
其
儀
也
尤
御
簾
動
ク
家
司
則
起
座
也 

照
念
院
殿 

此
家
司
之
進
退
并
道
等
弘
安
比
年
々
勘
仲
記
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
四
ヲ 

  
通
也
申
次
常
ハ
蔵
人
所
昇
降
只
今
ハ
正
敷
寝
殿
下
寝 

殿
母
屋
之
御
座
出
御
為
理
然
之
故
無
家
司
作
法
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
七
年
記
云 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
三
之
間
寝
殿
御
装
束
之
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
之
放
出
之
間
■
■
■
所
也 
政
所
不
在
御
之
故
無
押
出
也
玉
海
建
久
五
年
■
■ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
要
北
第
一
間
垂
簾
出
几
帳
依
為
廣
間
北
面
妻
戸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

此
間
主
人
在
御
之
由
玉
海
文
治
三
正
一
所
見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
亦
垂
簾
自
飾
対
公
卿
出
居
座
ー
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
桃
花
蘂
葉
云 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
打
出
於
ハ
不
可
勝
事
也
云
々 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
四
ヲ 

  
 
 
 
 
 
 
 

〈
翻
刻
図
1
及
び
図
7
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
五
ヲ 

■
■
考
弥
此
妻
戸 

宜
也
遥
ニ
ナ
シ
正
敷
此
所
ニ 

在
御
之
例 

玉
海
文
治
三
正
一 

南
面
西
第
二
間
余
在
件
間 

簾
中
東 

三
条
儀
在
対
東
庇
南
面 

妻
戸
簾
中
是
於
対
南 

庭
有
拝
礼
時
之
例
也 

於
寝
殿
有
拝
礼
之
時
在 

簾
中
又
例
也
件
間
及
西 

一
間
有
打
出 
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三
中
口
傅 

 

打
出
事 

大
臣
家
以
上
出
之
納
言
已
下
不
然
院
中
并
関
白
家
ニ
ハ 

元
三
拝
礼
尤
可
出
此
外
関
白
家
二
ハ
賀
茂
詣
時
大
臣
家
ニ
ハ 

祭
使
ヲ
出
シ
立
ル
時
又
出
之
伹
院
中
二
ハ
后
宮
不
御
時
関 

白
家
ニ
ハ
北
政
所
無
同
居
時
共
不
出
之
所
詮
随
女
主
有 

無
出
彩
袖
之
故
也
元
三
拝
礼
時
東
礼
所
者
寝
殿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
五
ウ 

南
面

除
階

隱
間

同
東
南
二
棟
南
面
毎
間
出
之
西
礼
所
可 

准
知
ス
ル
者
女
房
可
所
ト
見
ル
方
ニ
可
出
之
也
居
所 

ニ
ハ
主
人
雖
不
著
色
々
祇
候
輩
令
出
其
袖
之
條
唯
似
有 

其
謂
先
規
只
今
不
許
上
西
門
院
法
金
剛
院
御
堂
供 

養
時
御
聴
聞
所
西
庇
被
出
彩
袖
若
本
院
女
房
候
歟 

将
又
建
春
門
院
女
房
候
所
歟
其
時
寝
殿
東
南
二
面 

毎
間
押
出
二
テ
有
シ
カ
ト
覚
ユ
押
出
ハ
打
出
ヨ
リ
ハ
褻
儀
也 

當
時
所
着
之
色
々
衣
毎
間
二
人
出
之
也
此
儀
猶
以
納
言 

已
下
不
然
歟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

」
六
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

」
六
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 

打
出
色
目
色
々
例 
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山
槐
記
治
承
四
四
廿
二

即
位 

塞
帳
女
王

休
幕
并
典
典
侍
等 

取
要

以
恭
礼
門
外
三
箇
間
為
休
幕 

東
二
ケ
間
有
打
出
白
褂
五
領
白
単
衣
濃
打
衣
裏
濃
蘇
芳
表
着
蒲
萄
染 

唐
衣
濃
袴
白
腰
裳 

典
侍
休
幕 

以
明
義
門
外
以
三
ケ
間
為
休
幕
西
二
ケ
間
有
打
出
藤
褂
五
領
紅
単
衣
打
単
山
吹 

唐
衣
二
具

■
二
人
歟 

 

表
着
蒲
萄
唐
衣
紅
張
袴
薄
様
薄
靑
唐
衣 

紅
張

袴
例 

 
 

人
車
記
仁
安
二
十
一
十
四
殿
上
渕
酔

中
宮
御
方
弘
徽
殿

南
庇
被
儲
座
其
様
如
尋 

 

常
南
第
一
間
有
打
出
山
吹
匂 

不
出

袴
事 

 
 

玉
葉
承
元
三
廿
五

故
相
国

女
入
官

寝
殿
南
廂
西
面
妻
戸
女
房
出
袖
及
妻

不
出
袴
他

間
不
出
衣 

打
出
色 

  

中
右
記
承
徳
二
十
一
十
一

女
御
後
朝

御
使
之
日 

ー
ー 

西
渡
殿
西
庇
敷
筳

女
房
打
出
紅
梅
衣 

家
拝

礼
例 

 
 

猪
熊
承
元
ニ

正
朔
家
拝

礼

有

上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

」
七
オ 

 

王
海
文
治
三
正
三
臨
時
客

打
出
紫
匂
紅
単
衣
紅
打
衣
裏
山
吹
表
着
萠
木
唐 

 
 
 
 

衣
也 

二
人

出
例 

 
 

後
二
条
殿
寛
治
六
三
廿
三
御
記
南
祭

女
房
二
人
東
向
戸
打
出
之 

 
 
 
 

躑
躅

蘇
芳

色
也

紅
打
衣
唐
衣 

木 
  

紅
薄
様
五
領
白
単
衣
紅
打
衣
梅
織
物
表
著
蒲
萄

染
織
物
唐
衣
白
腰
裳 
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人
車
記
仁
平
二
正
三

朝
勤

行
幸

寝
殿
東
面
美
福
門
院
女
房
打
出
紫
薄
様
紅
打
衣
其 

東
卯
酉
姫
宮
女
房
打
出
紅
薄
様
同
打
衣
寝
殿
西
北
卯
酉
対
代
廊
南
面
前
斎
院
女
房
打
出 

梅
重
衣

赤
色
蘇
芳
紅

（
白
三
）
之

白
表
着
萌
木
唐
衣
濃
張
袴
無
打
衣 

長
秋
記
保
延
二
正
月
廿
六

姫
宮 

五
十
日

寝
殿
東
西
ー
ー
出
几
帳
除
中
央
間
出
女
房
衣 

裏
濃
蘇
芳
衣
青
単
濃
打
衣
薄
蘇
芳
亀
甲
文
織
物
表
着
裏
濃
蘇
芳
青
単
衣
萌 

木
唐
衣
蘇
芳
腰
裳
也 

 
  

 

吉
記
前
記
久
安
六
三
五
南
祭

打
出
紅
躑
躅
衣
五
領
濃
蘇
芳
単
紅
打
衣
煽
躑
躅
表
着 

蒲
萄
染
唐
衣 

山
吹
腰
裳 
紅
袴 

玉
海
文
治
三
正
元
家
拝
礼

有
前 

山
槐
記
治
承
三
正
六

春
宮 

五
十
日

有
打
出
松
重
濃
青
中
薄
青
中
紫
濃
紫
紅
単
衣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
七
ウ 

 

白
亀
申
表
着
蒲
萄
染
亀
申
唐
衣
白
腰
海
浦
裳 
紅
張
袴 

二
月
廿
三
日
同
百
日
打
出 

紅
薄
様 

萌
木
表
着 
蘇
芳
唐
衣 

紅
打
衣 

白
腰
裳 

同
記
同
年
五
廿

最
勝
講
中

宮

打

出

二
藍
織
物
唐
衣

文
筥
形

白
腰
裳

朽
葉
表
着
文
同

薄
青
紅
張
袴 

廿
四
日

結
願
同
打
出
五

ケ
日
ヨ
リ
以
後 

青
松
葉
唐
衣
二
藍
表
着
花
橘
捻
重
紅
張
袴
白
腰
裳 

中
右
記
大
治
四
正
十
六

崇
徳
院
女
御

入

内

正

九

御
々
方
女
房
打
出

つ
ほ
み
紅
梅
上
衣
青

単
衣
海
老
染
唐
衣 

人
車
記
仁
平
二
三
七

太
上
（
鳥
羽
）

法
皇
五
十
宝
算 

門
院
打
出 

姫
宮
打
出 

斎
院
打
出 

濃
張
袴 

無
打
衣
例 

衣
ナ
シ
掛
例 

白
腰
海
浦
裳 

紅
張
袴 紅

張
袴 

紅
張
袴 
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紅
村
濃
衣 

青
村
古
単
衣 

紅
打
衣 

青
村
濃
表
着 

山
吹
村
古
唐
衣 

紫
村
古
裳
腰 

山
吹
村
古 

表
差
糸 

 
 
 
 
 

紫
村
古
衣 

紅
村
古
単
衣 

紅
打
衣 

山
吹
村
古
表
着 

青
村
古
唐
衣 

紅
村
古
裳
腰
青 

村
古
表
差
糸 

 
 
 
 
 

青
村
古
衣 

紅
村
濃
単 

衣 

紅
打
衣 

紅
村
古
表
着 

紫
村
古
表
唐
衣 

山
吹
村
古
裳
腰 

 
 
 
 
 

紫
村
古
表
差
糸 

 
 
 
 
 

山
吹
村
古
衣 
青
村
古
單
衣 

山
吹
打
衣 

紫
村
古
表
着 

紅
村
濃
唐
衣 

青
村
濃
裳
腰 

紅
村
古
表
差
糸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

」
八
オ 

 
 
 
 
 

西
対
代
前
斎
院
女
房
打
出 

 
 
 
 
 
 
 

花
山
吹
衣 

青
單
衣 
萌
木
表
着 

蒲
萄
染
唐
衣 

山
吹
打
衣 

樺
櫻
裳
腰 

 
 
 
 
 

八
日
後
宴 

 
 
 
 
 

美
福
門
院
打
出 

紅
匂
衣 

青
單
衣 

蘇
芳
表
着 

可
云
紅

躑
躅
歟 

 
 
 
 
 
 

前
斎
院 

 
 
 
 
 
 

古
紅 

 
 
 
 
 
 
  

色
々
村
古
（
紅
）
紫
山
吹
青

已
上
各

一

具 

姫
宮 樺

櫻
衣
櫻
萌
木
表
着
山
吹
唐
衣 

四
具
色
目 

不
同
例 
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人
車
記
保
元
二
十
一
十
六
五
節
所 

 
 
 
 

同
第
三
四
及
東
面
南
第
一
二
間
出
打
八
具

不
出
南
面

日
御
座
間 

折
紅
葉
衣
五

上
山
吹
匂

シ
次
黄
土

青
単
衣
萌
木
織
物
唐
衣
濃
蘇
芳
表
着

中
倍
薄
蘇

芳

單

衣 
 
 
 
 
 

紅
打
衣 

摺
裳 

黄
紅

葉
腰

不
被
出
袴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 

」
八
ウ 

 
 
 
 

同
記
嘉
應
元
十
一
廿
一
打
出 

 
 
 
 

女
院
女
房
衣

紅
梅
匂
靑
單
衣
紅
打
衣
二
間
中
南
間
為

御
所
不
出
之
北
ニ
ノ
間
ニ
具
被
出
云
々 

 
 
 
 

玉
海
文
治
六
三
十
八
南
祭
色
同
打
出 

 
 
 
 

打
出
衣 

萌
木
匂
五
領
ー
ー
ー
ー 

紅
単
衣 

紅
打
衣 

裏
山
吹
表
着 

蒲
萄
染
唐
衣 

 
 
 
 

白
腰
裳 

 
 
 

不
出
袴
件
ー
ー
石 

 
 
 
 
 

薄
萌
木
褂
八
領
紅
單
衣
紅
打
衣
樺
櫻
ニ
重
織
物
表
着

無
小
褂
依
具
唐
衣
也
唐
衣

并
裳
腰
同
ニ
重
織
物
也 

同
記
建
久
四
四
廿
八

南
祭
中
宮

打
出
如
例 

 
 
 

蘇
芳
織
物
几
帳

有
下
絵

ー

ー

紅
薄
様
褂
五
領
白
単
衣

已
以
練
之
綿

薄

例

ー

ー

紅
打
衣 

 
 
 

青
朽
葉
生
織
物
表
着
ニ
藍
生
織
物
唐
衣
白
腰
裳
也
出
例
几
帳 

七
条
院
依
為
一
間
出
例
几
帳
有
打
出
菖
蒲
五
領
朽
葉
表
着
二
藍
唐
衣
其
厚
例
打
出 

不
知
案
内
也
同
間
哉
引
入
了
儲
女
院
座
但
依
月
障
不
昇
彌
打
出
無
益
歟
如
何 

人
車
記
仁
安
三
三
廿
七
立
后

寝
殿
南
面
八
間

除
階

間

西
面
四
間
女
房
有
打
出
事 

紅
薄
様
萌
木
表
着
蒲
葡
萄
染
唐
衣
間
同
色
打
衣 

不
出
袴
例

打
出
同
色
例 

裳
以
緑
青
画 

事 袴
不
出
例 

掛
之
事 

八
具
同
色
例 

御
衣

荒
海
如
例
以
緑
青 

画
厳
石 
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同
記
保
元
二
八
十
七
任
大
臣
大
饗

寝
殿
南
庇
東
三
ケ
間
西
庇
北
第
一
垂
翠
簾
出
尋
常
几
張 

 
 
 
 
  

 

」
九
オ 

   
帷
女
房
有
打
出

女
郎
花
単
重
紅
打
出
朽
葉
織
物
表
着
蘇

芳
唐
衣
薄
色
裳
白
腰
依
新
制
無
華
美
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
歟 

 
 
 
 
 
 

同
記
仁
安
四
八
廿
八

朝
勤
行

幸 
 

寝
殿
南
庇
東
第
一
二
間
為
建
春
門
院
御
所 

 
 
 
 
 
 

袖
出
白
薄
物
泥
繪
几
帳
帷
東
面
南
第
二
三
間

妻
切
間
格
子
也

南
間
妻
戸
不
開

同
有
打
出
出
例
几
帳
薄
色
掛 

 
 
 
 
 
 

五
領

敦
綿
如

祭

時

紅
梅
単
衣
紅
打
衣
松
朽
葉
生
織
物
唐
衣
棟
色
裳
付
濃
腰
紅
張
袴 

 
 
 
 
 
 

三
間
六
具
一
同
色
目
也 

同
記
仁
平
二
八
廿
八

法
皇
五

十
算
賀

女
房
出
袖 

 
 
 
 
 
 

同
記
同
三
八
四

朝
勤
行

幸 
 

東
間
女
房
打
出
其
東
面
母
屋
巡
二
間
同
打
出
幷
六
具
色
目 

 
 
 
 
 
 

紅
張
単
重
同
色
引
倍
木
女
郎
花
表
着
萩
唐
衣
朽
葉
腰
張
袴 

玉
葉
承
元
二
一
廿
三

良
経
公

女
入
宮

寝
殿
南
庇
西
面
妻
戸
女
房
出
袖
及
妻

不
出
袴
他

間
不
出
衣 

 
 
 
 
 
 

紅
薄
様
五
領
白
単 

紅
打
衣
梅
織
物
表
着
蒲
萄
染 
織
物
唐
衣
白
腰
裳 

打
出
色

紅
薄
様
五
領
白
単

織
物
唐
衣
白
腰
裳

紅
打
衣
梅
織
物
表
着
葡
萄
染 

三
長
記
建
久
六

右例 

■
家
朝
臣
康
平
三
記 

右
例 

華
美 

掛
五
領 

紅
張
袴 

打
出
六
具
同
色
目 

之
例 
女
郎
花
唐
衣
単
衣
同
打
衣
朽
葉
表
着 

萩
唐
衣
龍
膽
裳
村
濃
腰 



 － 304 －

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

」
九
ウ 

 
桃
華
蘂
葉 

一 

打
出
事 

康
和
二
年
七
月
十
七
日
今
日
於
東
三
條
被
行
大
饗

知
足
院
任

大

臣

日 
 
 

寝
殿
南
庇
自
東
第
一
二
三
并
西
庇
北
戸
簾
内
毎
立
几
帳
女 

房
出
袖
紅
綾
単
重
二
藍
織
物
表
着
朽
葉
織
物
唐
衣
等
也 

嘉
禎
三
年
四
月
七
日
此
日
大
臣
召
也
寝
殿
南
庇
西
第
一
二
間
同
東 

廂
南
四
間
有
打
出
瞿
麦
紅
打
引
陪
木
青
朽
葉
表
着
二
藍 

唐
衣
永
久
例
也
以
衣
六
具
出
之
間
寛
治
五
■
閏
七
六
院
布
引 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

」
一
〇
オ 

日
中
宮
女
房
打
出
女
郎
唐
衣
村
濃
裳
蘇
芳
染
綾
単
重 

建
久
二
十
廿
二
中
宮
渕
酔
殿
上
之
妻
戸
有
打
出

薄
萌
木
紅
単

紅
打
紅
梅
衣 

 

着
蒲
萄
染
唐

衣

白

腰

裳 

元
暦
三
年
臨
時
客
日
打
出
紫
匂
紅
単
衣
紅
打
衣
裏
欵
冬 

 

表
着
萌
黄 

唐
衣
也 

建
暦
二
十
御
禊
行
幸
御
棧
敷
打
出
蘇
芳
匂
五
青
単 

衣
紅
打
衣
黄
青
表
着
菊
染
唐
衣
腰
裳 

一 

押
出
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

」
一
〇
ウ 
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建
久
二
四
十
三
於
中
宮
有
童
舞
事 

寝
殿
東
南
両
面
垂 

簾
出
几
帳
如
常
南
面
七
ケ
間
除
階
間
之
外
女
房
有
押 

出
事

非
打
出
只
不
着
用
之
薄
錦
衣
等
袖
不
出
妻

イ
西
子
牛
是
定
例
也
是
宮
女
房
御
所
也 

廊
北
際
三
ケ
間
同
出
之

先
余
女
房
是
物
之
所
也
褻
時
の
押

出
ハ
不
出
妻
并
裳
腰
月
五
節
之
時 

 

押
出
ハ
禁
中
ニ
モ 

不
出
妻
并
裳
腰
許
也 

仍
今
日
如
此
建
久
二
十
一
中
宮
陶
酔 

三
條
口
傅
抄
曰
打
出
事 

 
 
 
 
 
 
 

可
打
出
イ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ニ
ハ 

大
臣
家
以
上
出
之
納
言
已
巳
下
不
然
院
中
并
関
白
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 
   

 

」
一
一
オ 

 
 

元
三
拝
礼
尢
可
出
此
外
関
白
家
ニ
ハ
賀
茂
詣
ノ
時 

 
 

大
臣
家
ニ
ハ
使
ヲ
出
シ
立
ル
時
又
出
之
伹
院
中
ニ
ハ 

 
 

后
宮
不
御
時
関
白
家
ニ
ハ
北
政
所
無
ニ 

同
居
時
共
不 

 
 

出
之
所
詮
随
女
主
有
無
出
彩
袖
之
故
也
元
三
拝 

 
 
 
 

晴
イ 

 
 

礼
時
東
礼
所
者
寝
殿
南
面

除
階

穏
間

同
東
面
二
棟 

 
 
 
 
 
 
 
 

晴
イ 

 
 

南
面
毎
間
出
之
西
礼
可
准
知
之
凡
者
女
房 
 
 
 
 
 

 

定
イ 
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可
有
所
ト
見
ル
方
二
可
出
之
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 

」
一
一
ウ 

 
 

居
所
ニ
ハ
主
人
雖
不
着
色
々
伺
候
輩
令
出
拾
其 

  
 

袖
之
條
雖
似
有
其
謂
先
規
只
今
不
詳
上
西 

 
 

門
院
法
金
剛
院
御
堂
供
養
時
御
聴
聞
所 

 
 

西
庇
へ
被
出
彩
袖
若
ハ
本
院
ノ
女
房
候
之
歟
将
タ 

 
 

又
建
春
門
院
女
房
再
候
所
歟
其
時
寝
殿
東
南 

 
 
 
 
 
 

押
出
ニ
テ
有
シ
ト
覚
ユ 

 
 

二
面
毎
聞
押
出
ハ
打
出
ヨ
リ
ハ
褻
儀
也
当
時
所
着 

 
 

之
色
々
衣
ヲ
毎
間
二
人
出
之
也
此
儀
猶
以
納
言
已
下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 

」
一
二
オ 

  
 

不
然
歟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 
 

」
一
二
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

衣
褂
錦
厚
薄
之
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

」
一
三
オ 

玉
海

春
也

文
治
六
三
十
六
南
祭

萌
黄
匂
五
領

錦
入
四
百
両
妻

■
一
尺
三
寸
也 

 

同
記

夏
也

建
久
四
四
廿
八
南
祭

中
宮
打
出
例
如
ー
ー
紅
薄
様
掛
五
領
白
単
衣 

已
以
練
了
綿
薄
例
打

出
妻
崎
一
尺
二
寸 



建築空間の境界と打出の装束（赤澤） 

 － 307 －

七
条
院
打有

出
菖
蒲
五
領
朽
葉
表
着
二
藍
唐
衣
其
厚
如
例 

人
車
記
仁
安
四
廿
八
朝
勤
行
幸
有
打
出
出
例
几
帳
薄
色
褂
五
領

敦
綿
如

冬

時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

」
一
三
ヲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
一
三
ウ 

 
 
 
 
 
 

無
出
座
有
打
出
無
益
之
事 

玉
海
建
久
四
四
廿
八
南
祭
儲
女
院
座
但
依
月
障
不
被
昇
也
弥
打
出 

  

無
益
歟
如
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
一
四
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 
 

」
一
四
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 

」
一
五
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

 

」
一
五
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 

」
一
六
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
一
六
ウ 

 
 
 
 
 
 

女
房
装
束
之
事 

桃
華
蘂
葉
云
袴
ハ
紅
張
袴
祝
時
濃
張
袴

褻
時
生
紅
袴
以
且
上
夏
冬
同
冬
ハ
御
衣
八
領 

或
ハ
六
等
五
以
下
此
上
着
袴
也
ー
ー
物
具
ハ
冬
単
夏
引
倍
木
表
着 

裳
唐
衣
等
小
腰
引
腰
等
晴
時
着
用
之
主
人
ハ
不
着
唐
衣
之
時
着
小 

掛
也
厚
衣
ニ
ハ
不
着
小
掛
事
也
主
人
表
着
小
掛
ハ
必
二
重
織
物
也
女
房 

褻
時
ハ
着
単
表
着
紅
打
唐
衣
等
不
着
裳
有
例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
一
七
オ 
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」
一
七
ウ 

 
細
釵
之
事 

俗
云
髪
立
之
三
ツ
櫛 

日
本
逸
史
巻
第
二
十
八 

礼
云
女
子
十
五
面
幷
笄
所
以
卷
髪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
韻
通
考
云
釵
婦
人
岐
髪
者 

杜
陽
編
日
本
國
獻
龍
角
釵
帝
賜
獨
孤
妃
後
化
二
龍
去 

二
月
甲
戌
朔
詔
云
々
云
其
服
大
小
中
略 

皇
后
以
帛
衣
爲
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈿
歟 

祭
之
服
以
擣
衣
爲
元
正
受
朝
之
服
以
細
釵
礼
服 

爲
大
小
諸
人
會
之
服 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

」
一
八
オ 

 
 
 

玉
篇
云
釵サ

イ 

佳
楚
御
切
婦

人

岐

笄

也 
 

簪シ
ン 

カ
ン
ザ
シ 

侵
測
参
決
別
ー
也 

 
 
 
 

笄
カ
ン
サ
シ

カ

フ

ガ

イ 

斎

舌

■

切

簪

也 

婦
人
ー
知 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

」
一
八
ウ 

 
 

髪
上
櫛
之
事 

類
聚
雑
要
抄
巻
卷
四 

 
 
 

長
サ
一
寸
八
分 

〈
翻
刻
図
2
〉
彫
櫛
形 

 
 
 
 
 
 
 

黄
楊
用
之 
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髪
上
時
用
之 

 
 

大
治
五
年
二
月
廿
一
日
中
宮
藤
聖
子
立
后
料  

 
 

待
賢
門
院
令
申
請
給
時
以
牙
作
天
令
進
給
了 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

」
一
九
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

」
一
九
ウ 

海
浦
圖 

天
明
紛
失

之

申

也
当
時
不

傳
云
々 

高
橋
御
厨
子
所
預
所
蔵 

 

海
浦
紋
鮑
代 

 

七
百
年
前
之
物
也 

 

〈
翻
刻
図
3
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

」
二
〇
オ 

一 

海
浦
■
之
事 

橘
以
国
装
束
抄
ク
ハ
シ
リ
ア
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
        

」
二
〇
ウ 

 
 
 
 
 
 

女
衣
丈
之
事 

 
 

女
官
飾
鈔
曰 

き
ぬ
の
た
け
の
事 

八
尺
五
寸
也
そ
れ
ニ
よ
り
て
か

つ
ら
の
た
け
も
な
か
く
す
る
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
        

」
二
一
オ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
二
一
ウ 
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女
房
装
束
之
事 

 
 
 

一
橘
以
國
装
束
抄
云 

 
 
 
 

取
要
女
房
ノ
衣

一
黄
唐
紙 

立
黄 

貫
白 

裏
青
シ  

男
女
夏
着
ナ
リ 

中
■
一
エ
ヒ
染 

 

只
濃
紫
也
冬
着
夏
二
ハ
藍
糸
ヲ
染
テ
織 

 

又
説
立
貫
蘓
艿
云
々 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
二
二
オ 

女
房
ノ
色
ユ
ル
ス
ト
云
ハ
、
赤
色
青 

衣
ニ
地
ス
リ
ノ 

 
 

裳
ヲ
着
夏
ハ
三
重
タ
ス
キ
冬
ハ
綾
ノ
三
重
タ
ス
キ
也 

入
ヘ
シ  

 

一
二
重
生
ト
云
ハ
生
単
ヲ
ニ
ツ
重
人
ノ
室
家
着
也
女
房
ノ
薄 

衣
必
一
重
文
也

一
重
文
ト
云

ハ

ヒ

シ

也 

猶
自
余
ノ
文
着
タ
ク
ハ
何
ニ
テ
モ

乱
文
ノ

事 
  

ミ
タ
ル
文
ニ
猶
ア
ハ
ヒ
ニ
ヒ
シ
ヲ
マ
セ
テ
織
ヘ
キ
也 

下
略 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
二
二
ウ 

一
女
房
ノ
衣
ニ
上
白
梅
ト
云
ハ
上
一
重
白
中
二
重
紅
梅 

下
重 

蘇
芳
凡
梅
ト
ハ
上
紅
梅
下
蘇
芳
也 

 
 
 
 
  

一
朝
勤
行
幸
之
時
國
母
廿
五
重
タ
ル
皆
紅
ヲ
着
御 

一
上
臈
小
上
臈
ハ
織
物
唐
衣
冬
ハ
只
絹
ニ
カ
イ
フ
ヲ
書
カ
イ
フ 
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ト
云
ハ
青
花
ニ
テ
大
海
ノ
水
ヲ
書
中
ニ
貝
ヲ
書
カ
イ
フ
ノ
裳 

ハ
小
上
臈
中
下
臈
モ
着
上
臈
ノ
裳
ハ
冬
三
重
タ
ス
キ
綾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
二
三
オ 

 

ニ
桐
竹
ニ
鳳
凰
ヲ
紺
シ
ヤ
ウ
緑
シ
ヤ
ウ
ニ
テ
書 

地
摺
ノ
裳 

ト
云
ハ
夏
ハ
三
重
タ
ス
キ
薄
物
絵
ハ
同
中
臈
下
臈
ハ 

無
文
ノ
唐
衣 
下
略 

唐
衣
裳
事 

高
倉
家
抄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

」
二
四
ウ 

小
褂 

付
打
紐 

単
衣
打
衣
ハ
四
寸
許
シ
ミ
シ
カ
ヽ

ル
ヘ
シ
小
褂
ハ
又
四
寸
汻
ミ
シ
カ
ヽ
ル
ヘ
シ 

引
帯
一
筋 

袴 

先
袴
ヲ
キ
ス
次
衣
ヲ
キ
ス
衣
ノ
ク
ヒ
重
ヲ
カ
ミ
ニ
テ 

ヲ
ク
ス
ヘ
テ
右
ヲ
ウ
ハ
カ
ヒ
ニ
テ
能
引
チ
カ
ヘ
テ 

帯
ヲ
ユ
ウ

師
加

木

次
裳
ヲ
キ
ス
裳
ノ
コ
シ
ハ
ト
リ
カ 

サ
ネ
テ
片
カ
キ
ニ
ヌ
ホ
ト
ニ
ユ
ヒ
サ
ク
カ
キ
ハ
ス
ソ
ヨ
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

 

」
二
五
オ 

八
寸
ハ
カ
リ
ア
カ
ル
ヘ
シ
カ
キ
ヲ
ヌ
シ
ノ
左
ト
ス
平
緒
ヲ
カ
ヘ
ス
カ
コ 

 

ト
ク
ト
リ
カ
サ
ネ
テ
ウ
ヘ
ヨ
リ
シ
タ
サ
マ
ヘ
カ
ヘ
ス
ナ
リ 

袴
モ
ヽ
タ
チ
ヌ
ヒ
メ
ヲ
ウ
ヘ
ノ
中
ニ
ア
テ
ヽ
フ
マ
ス
ヘ
シ
次 

唐
衣
キ
ス
ク
ヒ
ノ
ス
ヒ
ソ
ノ
キ
ハ
ヨ
リ
ト
サ
マ
ニ
ヲ
リ
カ
へ
シ
テ 

能
ヲ
シ
サ
ケ
テ
左
右
ノ
ツ
マ
ヲ
引
帯
ニ
ヨ
ク
ハ 

サ
ム
ヘ
シ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 

」
二
五
ウ 
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小
褂
物
具
着
用
之
事 

女
官
飾
抄
云 

一
小
ウ
地
キ
ノ
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
小
褂
ノ
事
キ
ヌ
ノ
ウ
エ
ニ
ヒ
ト
ヱ
ヒ
ト
ヱ
ノ
ウ
ヱ
ニ
ウ
チ
キ
ヌ
ウ
チ 

キ
ヌ
ノ
ウ
ヱ
ニ
ウ
ハ
キ
ウ
ハ
キ
ノ
ウ
ヱ
ニ
小
褂
ソ
ノ
ウ
へ
ニ
ハ
カ
マ
ヲ
キ
ル
也 

ナ
カ
サ
小
袖
ト
ヒ
ト
シ
中
エ
ウ
ラ
ア
リ
寸
法
ハ
次
第
ニ
キ
ル
ハ
ヲ
メ 

ラ
カ
ス
ナ
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
二
六
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
二
六
ウ 

掛
帯
之
事 

山
科
前
大
納
言
忠
言
卿
云
掛
帯
ハ
引
腰
之
一
各
也 

右
之
帯
ニ
テ
前
二
結
物
な
り
ぬ
へ
き
可
有
之 

〈
翻
刻
図
4
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

」
二
七
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

」
二
七
ウ 

八
月
放
生
會
後
衣
之
事 

 

假
名
装
束
抄 

 
 

八
月
十
五
日
よ
り
九
月
一
日
ま
て
ハ
わ
た
い
れ
ぬ
す
ゝ
し 

 
 

の
き
ぬ 

 
 
 

す
ハ
う 

う
す
い
ろ 

し
ろ
き 

き
く 
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も
み
ち
ね
り
き
ぬ
き
に
お
な
し 

お
み
な
へ
し

お
も
て
お
み
な
へ
し
う
ら 

み
な
あ
を
し
紅
井
の
ひ
と
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

兵
範
記
仁
平
二
八
廿
八 

法
皇
御
賀 

 

女
房
出
袖 

女
郞
花
生

衣
萩
唐
衣 

紅
単
衣 

同
打
衣 

朽
葉
表

着 

萩
唐
衣 

龍
膽
裳
村
濃
腰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
      

」
二
八
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
         

」
二
八
ウ 

 
 

同
単
重
例 

兵
範
記
保
元
二
八
十
七 

任
大
臣

大

饗 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

女
房
有
打
出 

女
郞
花
単
重

蘇

芳

唐

衣 

紅
打
衣 
朽
葉
織
物
表
着
薄

色
裳
白
腰
依
新
製
無
華
美
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

」
二
九
オ 

 
 

入
内
紅
引
陪
木
着
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

」
二
九
ウ 

増
鏡

第
廿

三

 

正
應
元
年
六
月
二
日

女
御

入
内 

女
房
の
よ
そ
ほ
ひ
お
し
な
へ
て
す
は
う
の
張
一
重
か
さ
ね 

紅
の
ひ
へ
き
濃
袴
す
は
う
の
表
着
青
朽
葉
の
か
ら
衣
う
す 

色
の
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

」
三
〇
オ 

                                   

」
三
〇
ウ 

八
月
冬
扇
之
例 

吉
記
寿
永
元
八
十
四

立
后 

皇
后

幷
内
侍
装
束 

御
装
束
白
織
物
御
唐
衣 

白
羅
御
裳 

蘓
芳
織
物
御
表
着 

薄
蘓
芳
張
一
重
か
さ
ね 

濃
御
張
袴 

御
扇
冬
赤
色 
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次
内
侍
ー
ー 

紅
張
単
重 

女
郎
花
上
着 

紅
打
引
へ
き 

朽
葉
唐
衣 

薄
色
裳 

紅
張
袴 

持
冬
扇 

 
 
 
 
 
                                          

」
三
一
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                        

」
三
一
ウ 

 

捻
重
之
事 

夫
木
集 

夏
衣 

世
の
中
の
民
の
わ
つ
ら
ひ
か
は
り
み
よ 

ひ
ね
り
か
さ
ね
ハ 

き
る
人
も
な
し 

 

愚
按
此
歌
の
こ
ゝ
ろ
に
て
ひ
ね
り
か
さ
ね
は
衣
の
う
ら 

中
か
へ
な
と
三
重
に
か
さ
ね
て
こ
と
〱
く
ひ
か
へ
に
て 

 

三
か
さ
ね
と
も
は
た
を
捻
り
て
か
さ
ね
又
単
を
も 

 

き
る
物
也
け
に
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
の
宝
蔵
に
後
白
川
院
御  

奉
納
の
女
装
そ
く
あ
り
こ
れ
捻
重
な
り
故
に 

人
は
暑
気
に
は
う
す
く
き
る
事
を
好
に
そ
の 

三
重
の
か
さ
ね
た
る
き
ぬ
を
着
る
は
い
ら
ぬ
物
す
き 

 
 
 
                                    

」
三
二
オ 

ゆ
へ
自
然
無
用
を
つ
ゐ
や
す
事
也
昔
し
は 

よ
し
な
き
事
い
ふ
か
し
い
み
け
り
只
々
も
の
ゝ 

用
俤
を
な
す
事
也
ゆ
へ
に
民
わ
つ
ら
ゐ 

と
い
ふ
事
歟
識
者
の
期
を
ま
た
ん 

 
 
                                        

 
 
 
 
  

」
三
二
ウ 
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女
装
束
之
事 

後
三
条
即
位
治
暦
四
七
廿
一 

或
記 

織
物
下
袴
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

次
褰
帳
二
人 

右
典
侍
行
子
故
近
江
守
實
經
朝
臣

女
已
着
生
衣
紅
織
物
下
袴
可
尋 

中
略
着
泥
繪
唐
衣
纐
纈
裳
之 

女
房
十
人
供
御
後 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

 
 

」
三
三
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

」
三
三
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

」
三
四
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

」
三
四
ウ 

以
下
・
白
紙 

 
 

７ 

丁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

」
三
五
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

」
三
五
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

 

」
三
六
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

」
三
六
ウ 
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18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

 

 

家
拝
礼
例 

 

不
出
袴
事 

紅
張
袴
例 

打
出
色
目
色
々
例 

唐
衣
二
具 

           
打
出
事 

項 
 

目 

玉
海
文
治
三
・
正
・
三 

猪
熊
承
元
二
正
朔
〈
家
拝
礼
〉 

中
右
記
承
徳
二
・
十
一
・
十
一 

玉
蘂
承
元
三
・
三
・
廿
五
〔
※
廿
三
日
ノ
誤
〕 

人
車
記
仁
安
二
・
十
一
・
十
四 

山
槐
記
治
承
四
・
四
・
廿
二 

三
中
口
伝
／
打
出
事 

類
聚
雑
要
抄
巻
一 

（
桃
花
蘂
葉
） 

同
七
年
記 

（
玉
海
文
治
三
・
正
・
一
） 

寛
政
三
年
政
所
雑
記 

三
長
記
建
久
六
年
十
一
月
十
日 

（
所
々
御
慶
十
九
日
） 

（
御
拝
賀
十
七
日
） 

定
家
朝
臣
記
康
平
三
年
七
月
十
三
日 

玉
海
文
治
三
年
正
月
一
日 

猪
隈
関
白
承
元
二
年
正
月
一
日
御
記
〕 

本 
 
 

 
 

文 

玉
葉
（
玉
海
） 

猪
隈
関
白
記 

中
右
記 

玉
蘂 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

山
槐
記 

三
条
中
山
口
伝 

類
聚
雑
要
抄
〈
巻
二
〉 

胡
曹
抄 

鷹
司
家
政
所
記
か 

玉
葉
（
玉
海
） 

鷹
司
家
政
所
記
か 

三
長
記 

定
家
朝
臣
記
（
平
記
） 

定
家
朝
臣
記
（
平
記
） 

定
家
朝
臣
記
（
平
記
） 

玉
葉
（
玉
海
） 

猪
隈
関
白
記 

典 
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36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 

 

華
美
、
掛
五
領 

  

裳
以
緑
青
画
事
、
袴
不
出
礼
掛
之

事
、
掛
之
事 

八
具
同
色
例 

打
出
同
色
例 

不
出
袴
例 

 

四
具
色
目
不
同
例 

 

紅
張
袴 

 

紅
張
袴 

白
腰
海
浦
裳
、
紅
張
袴 

 

衣
ナ
シ
掛
例 

 

門
院
打
出
・
姫
宮
打
出
・
斎
院
打

出
・
濃
張
袴
・
無
打
衣
例 

二
人
出
例 

項 
 

目 

同
記
保
元
二
・
八
・
十
七 

人
車
記
仁
安
三
・
三
・
廿
七 

同
記
建
久
四
・
四
・
廿
八 

玉
海
文
治
六
・
三
・
十
八
〔
※
十
六
日
ノ
誤
〕 

同
記
嘉
応
元
・
十
一
・
廿
一 

人
車
記
保
元
二
・
十
一
・
十
六 

 

八
日 

人
車
記
仁
平
二
・
正(

三)

・
七 

中
右
記
大
治
四
・
正
・
十
六 

 
廿
四
日 

同
記
同
年
五
・
廿 

 

二
月
廿
三
日
〔
※
廿
二
日
ノ
誤
〕 

山
槐
記
治
承
三
・
正
・
六 

玉
海
文
治
三
・
正
・
元 

台
記
別
記
久
安
六
・
三
・
五 

長
秋
記
保
延
二
・
正
・
廿
六 

人
車
記
仁
平
二
・
正
・
三 

後
二
条
殿
寛
治
六
・
三
・
廿
三
御
記 

本 
 
 

 
 

文 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

玉
葉
（
玉
海
） 

玉
葉
（
玉
海
） 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

中
右
記 

山
槐
記 

山
槐
記 

山
槐
記 

山
槐
記 

玉
葉
（
玉
海
） 

台
記
別
記 

長
秋
記 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

後
二
条
師
通
記 典 
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55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 

 

髪
上
櫛
之
事 

    

細
釵
之
事 

女
房
装
束
之
事 

無
出
座
有
打
出
無
益
之
事 

  

衣
袿
錦
厚
薄
之
事 

打
出
事 

打
出
事
、
押
出
事 

     
紅
張
袴
打
出
六
具
同
色
目
之
例 

項 
 

目 

類
聚
雑
要
抄
巻
四 

（
玉
篇
） 

（
杜
陽
編
） 

（
三
韻
通
考
） 

（
礼
） 

日
本
逸
史
巻
第
二
十
八
／
二
月
甲
戌 

桃
花
蘂
葉 

玉
海
建
久
四
・
四
・
廿
八 

人
車
記
仁
安
四
・
廿
八
〔
※
四
年
四
月
廿
八
日
〕 

同
記
建
久
四
・
四
・
廿
八 

玉
海
文
治
六
・
三
・
十
六 

三
条
口
伝
抄
／
打
出
事 

桃
華
蘂
葉
／
打
出
事
／
押
出
事 

定
家
朝
臣
康
平
三
記 

三
長
記
建
久
六 

玉
蘂
承
元
三
・
廿
三
〔
※
三
年
三
月
廿
三
日
〕 

同
記
同
三
・
八
・
四
〔
※
仁
安
三
年
ノ
誤
〕 

同
記
仁
平
二
・
八
・
廿
八 

同
記
仁
安
四
・
八
・
廿
八
〔
※
四
月
ノ
誤
〕 

本 
 
 

 
 

文 

類
聚
雑
要
抄
〈
巻
四
〉 

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全 

杜
陽
雑
編
〈
巻
上
〉 

三
韻
通
考 

礼
記
〈
内
則
・
喪
服
小
記
〉
鄭
玄
注 

日
本
逸
史 

胡
曹
抄 

玉
葉
（
玉
海
） 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

玉
葉
（
玉
海
） 

玉
葉
（
玉
海
） 

三
条
中
山
口
伝 

胡
曹
抄 

定
家
朝
臣
記
（
平
記
） 

三
長
記 

玉
蘂 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

典 
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〈
付
記
〉
本
表
の
作
成
は
、
樋
笠
逸
人
氏
の
ご
尽
力
を
賜
っ
た
。 

本
論
文
の
図
版
は
、
『
日
本
絵
巻
大
成
』
八
・
九
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
・
一
九
七
八
年
、
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
十
一
、

中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
『
駒
競
行
幸
絵
巻
研
究
』
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年
、
『
兵
範
記
』
臨
川
書
店
、

一
九
六
五
年
、
『
山
槐
記
』
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 

 

女
房
装
束
之
事 

捻
重
之
事 

八
月
冬
扇
之
例 

   

八
月
放
生
会
後
衣
之
事 

掛
帯
之
事 

 

唐
衣
裳
事 

女
房
装
束
之
事 

  
海
浦
図 

項 
 

目 

後
三
条
即
位
治
暦
四
・
七
・
廿
一 

夫
木
集
〈
夏
衣
〉 

吉
記
寿
永
元
八
十
四 

増
鏡
〈
第
十
三
〉
正
応
元
年
六
月
二
日 

兵
範
記
保
元
二
・
八
・
十
七 

兵
範
記
仁
平
二
・
八
・
廿
八 

仮
名
装
束
抄 

山
科
前
大
納
言
忠
言
卿
云
、 

女
官
飾
抄 

高
倉
家
抄 

橘
以
国
装
束
抄 

女
官
飾
抄 

橘
以
国
装
束
抄 

海
浦
図
〈
天
明
紛
失
之
由
也
、
当
時
不
伝
云
々
〉 

本 
 
 

 
 

文 

後
三
条
院
御
即
位
記
（
江
記
） 

夫
木
和
歌
抄
（
集
）
〈
巻
九
・
夏
部
三
〉 

吉
記 

増
鏡
〈
第
十
一 

さ
し
ぐ
し
〉 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

兵
範
記
（
人
車
記
） 

満
佐
須
計(

雅
亮)

装
束
抄
（
仮
名
装
束
抄
） 

 

女
官
飾
鈔 

 

文
章
不
足
口
伝
抄
奥
入 

女
官
飾
鈔 

文
章
不
足
口
伝
抄
奥
入 

不
明 

典 
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翻刻図 3 『女房装束打出并押出之事』

   （宮内庁書陵部蔵）図版部分

翻刻図 4 『女房装束打出并押出之事』

（宮内庁書陵部蔵）図版部分 

翻刻図 2 『女房装束打出并押出之事』

   （宮内庁書陵部蔵）図版部分
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